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別添3-1 事後調査等の内容 

第1章 事後調査事項 

事業着手後（12 年後）の湿性環境における植物の生育状況とした。 

 

第2章 事後調査範囲及び地点 

事後調査範囲は、予測範囲と同様の実施区域周辺とした。 

事後調査地点は、表 3-1-1、図 3-1-1～図 3-1-4 に示すとおりである。事業によって流域面

積が減少する実施区域北側のイカリガ沢及び、事業以外の要因による環境変化を把握するた

め、事業による影響を受けない地点（対照区）として実施区域南側の大河原の 2 地点とした。

なお、イカリガ沢について、予測評価書における第一期終了時点での流域面積の減少の程度は

約 7.7％に対して、着手 12 年後時点での流域面積の減少は約 7.3％となる。採石の事業活動の

状況により採掘の進捗が変化するため、予測評価書における第一期終了時点の流域面積の減少

状況とは一致していないものの、現時点で概ね第一期終了時点まで事業が進捗している。また、

現時点で流域面積の減少の程度も予測評価書に対して 95％程度となっており、イカリガ沢の環

境の変化を確認する上では、予測評価書において想定した事業影響と同程度の事業影響が生じ

ている。 

イカリガ沢及び大河原にみられるタマアジサイ－フサザクラ群集が成立する河畔林におい

て、それぞれに代表的な 1 箇所のコドラートとして、イカリガ沢では Q1（10m×4m）、大河原

では Q2（7m×6m）を設けた。このほか、イカリガ沢については、地形の変化と植生の変化の

対応を確認するために、沢を横断するベルトトランセクトとして bt1～bt10（2m×2m×10 区

画）を設けた。 

なお、令和元年 10 月に上陸した台風の影響により、河岸形態が大きく変化したため、令和 3

年度事後調査の際にコドラート及びベルトトランセクトを再設定した。ベルトトランセクトに

ついては、過年度では bt10 が最も右岸に位置していたが、河原が広がったため、新たに bt11､

bt12 の 2 区画を追加設定した（2m×2m×12 区画）。 

 

表 3-1-1 調査地区の概要 

代表する植生 地区名 調査区名 

タマアジサイ－

フサザクラ群集 

イカリガ沢 

平成 29 年度まで：ベルトトランセクト調査区（bt1～bt10） 

令和 03 年度から：ベルトトランセクト調査区（bt1～bt12） 

コドラート調査区（Q1） 

大河原 コドラート調査区（Q2） 
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第3章 事後調査時期 

事後調査時期は、表 3-1-2 に示すとおりである。本項目は、事業による影響を調査すること

が目的であるため、事業着手前の平成 22 年度に事前調査を実施し、事業着手後の調査結果と比

較した。 

 

表 3-1-2 事後調査時期（湿性環境） 

項目 調査時期 

湿性環境 

事前調査 

（早春季） 平成 22 年 4月 9日 

（夏 季） 平成 22 年 7月 28 日 

（補足調査） 平成 22 年 9月 27 日 

事後調査 

第 1回 

（早春季） 平成 27 年 4月 17 日 

（夏 季） 平成 27 年 7月 29 日 

事後調査 

第 2回 

（早春季） 平成 29 年 4月 11 日 

（夏 季） 平成 29 年 8月 21 日 

事後調査 

第 3回 

（早春季） 令和 3年 4月 12 日 

（夏 季） 令和 3年 7月 26 日 

事後調査 

第 4回 

（早春季） 令和 6年 4月 11 日 

（夏 季） 令和 6年 8月 27 日 

 

第4章 事後調査方法等 

イカリガ沢の湿生環境を調査するための調査項目は、表 3-1-3 に示すとおりである。 

 

表 3-1-3 各調査地点における調査項目 

調査項目 

 

調査地点 

植生及び注目すべき種の状況 

コドラート調査 ベルトトランセクト調査 毎木調査 
注目種の 

分布状況 

イカリガ沢 ○ ○ ○ ○ 

大河原（対照区） ○ ― ○ ○ 

 

第1節 植生及び注目すべき種の状況 

調査地点にコドラート及びベルトトランセクトを設置し、区画内の植生の生育種・被度・

群度等を植物社会学的手法により把握した。調査対象は以下のとおりとした。 

●コドラート調査：全階層（高木層・亜高木層・低木層・草本層） 

●ベルトトランセクト調査：低木層及び草本層 

また、毎木調査により植物の種類、高さ、胸高直径等を調査し、樹木の生育状況を把握し

た。なお、調査に際しては、注目すべき種の分布状況についても把握を行った。このほか、

写真撮影、樹冠投影図、断面模式図により植生の状況を記録した。 
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イカリガ沢 大河原 

平成 22 年 7月 28 日 平成 22 年 7月 28 日 

  

平成 27 年 7月 29 日 平成 27 年 7月 29 日 

  

平成 29 年 8 月 21 日 平成 29 年 8 月 21 日 

  

令和 3 年 7 月 26 日 令和 3 年 7 月 26 日 

 

 

 

図 3-1-1(1) 調査地点の状況  
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イカリガ沢 大河原 

令和 6 年 8 月 27 日 令和 6 年 8 月 27 日 

  

図 3-1-1(2) 調査地点の状況  
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図 3-1-2(1) イカリガ沢におけるコドラート（Q1）及びベルトトランセクト（bt1～bt10）の 

設置状況（平成 29 年度まで） 

 

 

図 3-1-2(2) イカリガ沢におけるコドラート（Q1）及びベルトトランセクト（bt1～bt10）の 

設置状況（令和 3 年度から）  
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図 3-1-3(1) 大河原におけるコドラート（Q2）の設置状況（平成 29 年度まで） 

 

 

図 3-1-3(2) 大河原におけるコドラート（Q2）の設置状況（令和 3年度から） 
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図 3-1-4(1) 調査対象範囲 

（※基図は予測評価書に記載の現存植生図） 

:事後調査地点 

イカリガ沢 

大河原 

平坦地植栽地 
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:事後調査地点 

イカリガ沢 

大河原 

図 3-1-4(2) 調査対象範囲 

（※基図は予測評価書に記載の 

第 1 期終了時の植生図） 
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別添3-2 事後調査等の結果 

第1章 事後調査の結果 

第1節 イカリガ沢周辺の植生及び注目すべき種の状況 

 1．植生の状況 

毎木調査結果は表 3-2-1 及び表 3-2-2 に、樹冠投影図は図 3-2-1(1)～(2)及び図 

3-2-2(1)～(2)に示すとおりである。イカリガ沢における毎木調査の結果、令和 3 年度に枯

死した No.1 のフサザクラが倒伏したほか、令和 3 年度に枯死寸前であった No.7 及び 8 が

枯死し折れていた。また、No.2 のフサザクラは上部枯損により枝折れしており、樹高が低

くなった。大河原においては、令和元年台風時にコドラート内の立木が全て流出したため、

調査対象木は消失した。どちらの地点でも令和元年台風以降に流路の変化が見られたが、

流量の顕著な変化は見られなかった。 

 

断面模式図は、図 3-2-3(1)～(2)及び図 3-2-4(1)～(2)に示すとおりである。イカリガ

沢においては、平成 22 年度～27 年度にかけてベルトトランセクト調査の bt6～bt9 におけ

る地形の変化が顕著であり、低水路の右岸側に位置が移動していたが、平成 27 年度～29

年度の間では地形及び植生に顕著な変化は認められなかった。令和 3 年度は、令和元年台

風時の砂礫の流出入により地盤高が上昇し、河道も左岸側へと大きく移動したが、令和 6

年度は更に bt5 も削られ斜面地が広がった。大河原については、平成 27 年度～29 年度の

間に、コドラート内のフサザクラの減少が見られたが、平成 22 年度～29 年度の間を通し

て、地形及び植生の顕著な変化は認められなかった。令和 3 年度は、令和元年台風時にコ

ドラート内の立木が全て流出し、地盤高もやや低くなった。なお、令和 6 年度は顕著な変

化は認められなかった。 

 

植物社会学的調査による森林構造の変化（各階層の植被率の変化）は、表 3-2-3 及び図 

3-2-5 に示すとおりである。令和元年台風による砂礫の流出入により、令和 3 年度のイカリ

ガ沢及び大河原における植被率は大きく変化し、草本層は 1～2％と激減したが、令和 6 年

度はイカリガ沢で 20％、大河原では夏季に 40％まで回復した。 

植物社会学的調査によるコドラート（Q1 及び Q2）における種組成の変化は、「 3．湿性

植物の生育状況（コドラート調査）」に示すとおりである。 

植物社会学的調査によるベルトトランセクトにおける種組成の変化（bt1～bt12）は、「 4．

湿性植物の生育状況（ベルトトランセクト調査）」に示すとおりである。 
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表 3-2-1 毎木調査結果（イカリガ沢） 

 

※No.は図 3-2-1(1)～(2)の番号に対応する。 

※平成 22 年度と比較して、平成 29 年度においては、枝先の枯損等により、一部の個体は樹高が低くなっている。 

※令和 3 年度は、令和元年台風時の砂礫の流出入により地盤高が上昇し、フサザクラの下部が砂礫で埋まり、毎

木調査の測定位置が上昇したため、胸高直径、樹高ともに、全ての個体において数値が下がった。 

※「生育地点」については、対象木が位置するコドラート及びベルトトランセクトの区画を示す。令和 3 年度は

区画を再設定したことから平成 29 年度の区画とは異なっているが、対象木の位置は変化していない。 

 

表 3-2-2 毎木調査結果（大河原） 

 

※No.は図 3-2-2(1)～(2)の番号に対応する。 

※平成 22 年度と比較して、平成 29 年度においては、枝先の枯損等により、一部の個体は樹高が低くなっている。 

※令和 3年度は、令和元年台風時に立木が全て流出したため、調査対象木は消失した。 
  

H22 H27 H29 R3 R6 H22 H27 H29 R3 R6
1 フサザクラ 11.0 14.5 14.6 枯死 倒伏 10.2 4.8 4.8 枯死 倒伏 Q1 上部折れ(H27)
2 フサザクラ 14.5 16.4 16.8 14.0 14.3 10.7 9.8 9.8 7.5 4.2 Q1 Q1 Q1 上部枯損(R6)
3 フサザクラ 11.9 13.6 14.6 12.4 14.3 9.2 9.6 9.6 7.0 7.0 Q1 Q1 Q1
4 フサザクラ 10.1 枯死 枯死 消失 消失 9.2 枯死 枯死 消失 消失
5 フサザクラ 13.1 14.8 15.1 13.6 枯死 13.0 7.5 7.8 7.0 枯死 bt4 bt5
6 フサザクラ 6.4 6.8 枯死 消失 消失 4.7 6.0 枯死 消失 消失
7 フサザクラ 14.6 17.0 17.1 15.9 枯死 15.4 9.3 9.8 8.5 枯死 bt5 bt6 生育不良(R3)
8 フサザクラ 11.3 13.1 14.3 12.7 枯死 13.2 12.8 13.2 10.0 枯死 bt6 bt7 生育不良(R3)

樹種No. 備考
H29
生育
地点

R3
生育
地点

胸高直径
（cm）

R6
生育
地点

樹　　高
（m)

H22 H27 H29 R3 R6 H22 H27 H29 R3 R6
1 フサザクラ 17.7 17.8 17.8 消失 消失 9.2 10.4 10.5 消失 消失
2 フサザクラ 23.9 24.0 24.0 消失 消失 7.2 8.7 4.5 消失 消失 上部折れ(H29)
3 フサザクラ 21.7 22.2 22.6 消失 消失 5.8 7.9 8.5 消失 消失
4 フサザクラ 6.3 7.3 枯死 消失 消失 8.3 10.4 枯死 消失 消失 倒伏
5 フジ 5.7 3.7 枯死 消失 消失 10.0 枯死 枯死 消失 消失 №2のフサザクラにからまる（H22)
6 フサザクラ 18.1 18.2 枯死 消失 消失 11.4 11.9 枯死 消失 消失 倒伏
7 フサザクラ 12.8 12.8 13.6 消失 消失 6.5 8.7 9.2 消失 消失
8 フサザクラ 9.5 11.1 12.7 消失 消失 9.7 11.6 12.0 消失 消失
9 フサザクラ 6.1 6.1 枯死 消失 消失 8.4 6.5 枯死 消失 消失 上部枯死（H27）
10 フサザクラ 14.2 15.7 16.2 消失 消失 11.2 11.0 11.4 消失 消失

備考No. 樹種
胸高直径 樹　　高
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H22 

 

樹木の No.は表 3-2-1 に対応 

H27 

 

樹木の No.は表 3-2-1 に対応、No.4 は枯死 

H29 

 
樹木の No.は表 3-2-1 に対応、No.4 及び No.6 は枯死 

図 3-2-1(1) イカリガ沢の樹冠投影図 

（土砂堆積） 
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R3 

 

樹木の No.は表 3-2-1 に対応、No.1 は枯死、No.4 及び No.6 は消失 

R6 

 

樹木の No.は表 3-2-1 に対応、No.1 は倒伏、No.7 及び No.8 は根元付近から折れ 

図 3-2-1(2) イカリガ沢の樹冠投影図 
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H22 

 

樹木の No.は表 3-2-2 に対応 

H27 

樹木の No.は表 3-2-2 に対応 

H29 

 

樹木の No.は表 3-2-2 に対応、No.2、No.4、No.5、No.6 及び No.9 は枯死 

図 3-2-2(1) 大河原の樹冠投影図  
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R3 

 

立木は令和元年台風により全て流出 

R6 

 

図 3-2-2(2) 大河原の樹冠投影図 
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H22 

 

H27 

 

H29 

 

図 3-2-3(1) イカリガ沢の断面模式図  



 

45 

R3 

 

R6 

 

図 3-2-3(2) イカリガ沢の断面模式図  
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H22 

 

H27 

 

H29 

 

図 3-2-4(1) 大河原の断面模式図 
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R3 

 

R6 

 

図 3-2-4(2) 大河原の断面模式図 
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表 3-2-3 コドラート調査の植被率（%） 

調査地点 調査時期 
階層 

高木層 亜高木層 低木層 草本層 

イカリガ沢（Q1） 

早春季 

H22 60 0 70 30 

H27 60 0 70 25 

H29 40 0 70 30 

R3 0 0 70 1 

R6 0 0 0 20 

夏季 

H22 60 0 70 30 

H27 50 0 60 40 

H29 50 0 60 30 

R3 0 35 0 1 

R6 0 20 0 20 

大河原（Q2） 

早春季 

H22 70 5 20 20 

H27 70 5 30 20 

H29 30 5 30 20 

R3 0 0 0 2 

R6 0 0 5 20 

夏季 

H22 70 5 20 20 

H27 70 5 30 20 

H29 70 5 20 20 

R3 0 0 0 2 

R6 0 0 5 40 

※令和元年台風の影響により、イカリガ沢では、令和 3 年度にコドラート

区画を再設定した。 

 

 

 
図 3-2-5 コドラート調査の植被率  
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 2．確認種及び注目すべき種の生育状況 

平成 27 年度～令和 6 年度の事後調査により確認した 70 科 188 種の植物種のうち、注目す

べき種を表 3-2-4 の基準に従って選定した。その結果、表 3-2-5 に示すとおり、サイゴクイ

ノデ、トウゴクサバノオ、ムカゴネコノメ、ヤマトグサの 4 種が該当した。このうち、湿性

植物はトウゴクサバノオ及びムカゴネコノメの 2 種である。 

注目すべき植物種の確認状況及び一般生態は、表 3-2-6 に示すとおりである。 

サイゴクイノデは平成 27 年度に確認したものの、それ以降は確認していない。 

トウゴクサバノオは、平成 27 年度に観察されたイカリガ沢（bt6）のものが平成 29 年度に

消失した一方で、平成 29 年度に大河原（Q2）において生育を確認し、令和 3 年度以降も確認

した。 

ムカゴネコノメは、平成 29 年度まではイカリガ沢（Q1）及び大河原（Q2）で確認し、令和

3 年度以降は、大河原（Q2）で確認している。また、ベルトトランセクトでは、平成 29 年度

は bt2、bt3、bt4、bt5、bt6、bt9、bt10 で確認していたが、令和 3 年度以降は、令和元年台

風時の砂礫の流出入があったこともあり、bt1、bt8、bt9 でのみ確認している。 

ヤマトグサは、平成 22 年度には生育が確認されなかったが、平成 27 年度及び平成 29 年度

に大河原（Q2）で確認した後、令和 3 年度以降は確認していない。 

 

表 3-2-4 注目すべき植物種選定基準 

  選定基準 

① 「文化財保護法」（1950 年、法律 214）により定められた種（天然記念物等） 

② 「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成 3 年、法律 75）による国内希少植物種 

③ 「環境省レッドリスト 2017 の公表について」（平成 29 年、環境省）に掲載されている種 

④ 
「我が国における保護上重要な植物種の現状」 

（1989 年、日本自然保護協会）に選定されている絶滅寸前種、危険種 

⑤ 
「第 1回自然環境保全基礎調査 緑の国勢調査」 

（1976 年、環境庁）の関東地方の貴重な植物個体の調査対象種 

⑥ 「神奈川県レッドデータブック 2022 植物編」（2022 年、神奈川県）に選定されている種 

⑦ 
「地域環境評価書―県西地域―」（平成 5 年、神奈川県環境部）の巻末資料 

（神奈川県産学術的貴重種リスト）において一級種、二級種に選定されている種 
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表 3-2-5 注目すべき植物種一覧 

科名 種名 区分 
確認状況注1 注目種選定基準 

年度 確認区画 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

オシダ サイゴクイ

ノデ 

草本 

（中性） 

H22 ―       

二
級
種 

H27 Q1 

H29 ― 

R3 ― 

R6 ― 

キンポウゲ トウゴクサ

バノオ 

草本 

（湿性） 

H22 ―       

二
級
種 

H27 bt6 

H29 Q2 

R3 Q2 

R6 Q2 

ユキノシタ ムカゴネコ

ノメ 

草本 

（湿性） 
H22 

Q1、Q2、bt2、bt3、bt5、

bt6、bt8、bt9、bt10 
  

準
絶
滅
危
惧 

    

H27 
Q1、Q2、bt2、bt3、bt5、

bt6、bt10 

H29 
Q1、Q2、bt2、bt3、bt4、

bt5、bt6、bt9、bt10 

R3 Q2、bt1、bt8、bt9 

R6 Q2、bt1、bt8、bt9 

ヤマトグサ ヤマトグサ 草本 

（中性） 

H22 ―       

二
級
種 

H27 Q2 

H29 Q2 

R3 ― 

R6 ― 

注 1 確認状況の詳細は、表 3-2-6 に示すとおりである。 
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表 3-2-6 注目すべき植物種の確認状況及び一般生態 

種名 項目 内容 

サイゴクイノデ 選定基準 貴重種リスト二級種（「地域環境評価書―県西地域―」（平成 5 年、

神奈川県環境部）） 

確認状況 平成 27 年度のイカリガ沢（Q1）において確認されたが、平成 29 年

度に消失した。 

一般生態 房総―石川以西の暖地に見られ、山地林下に生育する。 

トウゴクサバノオ 選定基準 貴重種リスト二級種（「地域環境評価書―県西地域―」（平成 5 年、

神奈川県環境部）） 

確認状況 平成 27 年度のイカリガ沢のベルトトランセクト（bt6）において確

認されたが、平成 29 年度に消失した。 

平成 29 年度、令和 3年度、令和 6年度の大河原（Q2）において確認

された。 

一般生態 夏緑多年生草本。山地の陰湿なところに生育する。 

ムカゴネコノメ 選定基準 準絶滅危惧（「レッドデータブック 2014－日本の絶滅のおそれのあ

る野生生物－8植物Ⅰ（維管束植物）」（平成 27 年、環境省）） 

確認状況 平成 22 年度の事前調査においては、イカリガ沢（Q1）及び大河原（Q2）

で確認された。ベルトトランセクト（bt2、bt3、bt5、bt6、bt8、bt9、

bt10）で確認された。 

平成 27 年度の調査においても、イカリガ沢（Q1）及び大河原（Q2）

で確認された。ベルトトランセクト（bt2、bt3、bt5、bt6、bt10）

で確認した。 

平成 29 年度の調査においても、イカリガ沢（Q1）及び大河原（Q2）

で確認された。ベルトトランセクト（bt2、bt3、bt4、bt5、bt6、bt9、

bt10）で確認された。bt4 で新たに確認された一方で、bt8 では消失

した。 

令和 3 年度、令和 6 年度の調査においても、大河原（Q2）で確認さ

れた。ベルトトランセクト調査では土砂流入で地盤高が上がったも

のの、bt1、bt8、bt9 で生育を確認した。 

一般生態 夏緑多年生草本。沢沿いの樹林内に生育する。 

ヤマトグサ 選定基準 貴重種リスト二級種（「地域環境評価書―県西地域―」（平成 5 年、

神奈川県環境部）） 

確認状況 平成 27 年度及び平成 29 年度の大河原（Q2）において確認された。 

一般生態 夏緑多年生草本。山地の樹林内に生育する。 
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 3．湿性植物の生育状況（コドラート調査） 

イカリガ沢（Q1）及び大河原（Q2）における生育種の生活型別の構成は、表 3-2-7(1)～

(2)及び図 3-2-6 に示すとおりである。 

全体の種数は年により変動しているが、令和 6 年度においてはイカリガ沢（Q1）では 40

種、大河原（Q2）では 51 種確認しており、事業着手前の平成 22 年度の種数（イカリガ沢（Q1）

では 38 種、大河原（Q2）では 49 種）と同程度であった。 

湿生植物（湿生草本及び湿生木本）の種数に注目すると、イカリガ沢（Q1）では令和 3 年

度の 10 種からやや増加して令和 6年度では 13 種であったが、事業着手前の平成 22 年度の種

数（17 種）と比較するとやや少ない状況であった。大河原（Q2）では令和 6 年度では 20 種

確認しており、事業着手前の平成 22 年度の種数（19 種）と同程度であった。 

イカリガ沢では、令和元年台風時の砂礫の流出入により地盤高が上昇し、礫河原が広がっ

たため、湿性草本が消失するとともに、定着しづらい環境に変化したことで令和 3 年度以降

種数が減少した状態であると考えられる。一方、大河原では、イカリガ沢と比べると地盤が

若干削られた程度であったこと、斜面側には土が堆積しており植物が生育しやすい環境とな

っていたことで、イカリガ沢と比較して台風による影響から回復できたものと考えられる。 

なお、イカリガ沢では、令和元年台風によりコドラート区画が流出したことから、令和 3

年度にコドラート区画を再設定した。そのため、イカリガ沢における代表的な湿性植物の生

育状況という観点で、コドラート調査結果の経年比較を行っている。 
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表 3-2-7(1) 生育種の構成（コドラート調査） 

調査名 コドラート調査 

調査地点 イカリガ沢 

No. Q1 

項目 種数 割合 

時期 H22 H27 H29 R3 R6 H22 H27 H29 R3 R6 

草本 湿性 13 10 17 5 9 34.20% 16.40% 30.91% 16.13% 22.50% 

中性 11 22 16 11 17 28.90% 36.10% 29.09% 35.48% 42.50% 

乾性 0 0 0 0 0 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 

木本 湿性 4 6 4 5 4 10.50% 9.80% 7.27% 16.13% 10.00% 

中性 5 14 9 5 7 13.20% 23.00% 16.36% 16.13% 17.50% 

乾性 0 0 2 1 1 0.00% 0.00% 3.64% 3.23% 2.50% 

つる植物 5 9 7 4 2 13.20% 14.80% 12.73% 12.90% 5.00% 

合計 38 61 55 31 40 100% 100% 100% 100% 100% 

※令和元年台風の影響により、イカリガ沢では、令和 3年度にコドラート区画を再設定した。 

 

表 3-2-7(2) 生育種の構成（コドラート調査） 

調査名 コドラート調査 

調査地点 大河原（対照区） 

No. Q2 

項目 種数 割合 

時期 H22 H27 H29 R3 R6 H22 H27 H29 R3 R6 

草本 湿性 14 15 12 15 15 28.60% 25.00% 25.00% 24.59% 29.41% 

中性 19 20 16 25 13 38.80% 33.30% 33.33% 40.98% 25.49% 

乾性 0 0 0 0 0 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 

木本 湿性 5 6 4 4 5 10.20% 10.00% 8.33% 6.56% 9.80% 

中性 4 6 6 11 10 8.20% 10.00% 12.50% 18.03% 19.61% 

乾性 2 2 2 2 3 4.10% 3.30% 4.17% 3.23% 5.88% 

つる植物 5 11 8 4 5 10.20% 18.30% 16.67% 6.56% 9.80% 

合計 49 60 48 61 51 100% 100% 100% 100% 100% 
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図 3-2-6 生育種の構成（コドラート調査）
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 4．湿性植物の生育状況（ベルトトランセクト調査） 

イカリガ沢のベルトトランセクト全体における生育種の生活型別の構成は表 3-2-8 及び

図 3-2-7 に、区画ごとの生育種の生活型別の構成は表 3-2-9(1)～(2)及び図 3-2-8(1)～(2)

に示すとおりである。令和元年台風によりベルトトランセクト区画が流出したことから、

令和 3 年度にベルトトランセクト区画を再設定した。平成 29 年度までは、bt10 が最も右岸

に位置していたが、令和 3 年度には河岸が削られるなどの影響で河川敷が広がったため、新

たに bt11､bt12 を追加設定した。 

ベルトトランセクト全体で比較すると、事業着手前の平成 22 年度の種数（51 種）と比較

して、令和 6 年度は 42 種に減少している。湿生植物（湿生草本及び湿生木本）の種数に注目

すると、事業着手前の平成 22 年度の種数（23 種）と比較して、令和 6 年度は 17 種に減少し

ているものの、令和 3 年度の 14 種からは増加していた。湿生植物についてはコドラート調査

結果と概ね同様の傾向であり、令和元年台風時の砂礫の流出入により地盤高が上昇し、礫河

原が広がったため、湿性草本が消失するとともに、定着しづらい環境に変化したことが要因

と考えられる。 

ベルトトランセクトの区画ごとに比較すると、平成 22 年度から平成 29 年度にかけて、左

岸側においては種数の増加傾向が確認されていたが、ベルトトランセクト区画の再設定後の

令和 3 年度と令和 6 年度を比較すると右岸側において種数の増加傾向が見られた。図 

3-2-1(1)～(2)に示すとおり、平成 22 年度から平成 29 年度にかけて、低水路の流路が右岸側

に少し移動していたが、令和 3 年度には再び左岸側に河道が移るなど、これまでの台風によ

る土砂堆積及び土砂流出等により、流路の移動が頻繁に起こる特性を持つ河川であると考え

られる。そのため、区画ごとで生育種の構成や種数変化がみられたが、湿性植物の生育状況

の変化は、出水等に起因する地形変化に対応したものであり、これは河川上流部において通

常起こりうる変化であると考えられる。 

 

表 3-2-8 生育種の構成（ベルトトランセクト調査全体） 

調査名 ベルトトランセクト調査 

調査地点 イカリガ沢 

No. Q1 

項目 種数 割合 

時期 H22 H27 H29 R3 R6 H22 H27 H29 R3 R6 

草本 

湿性 16 15 14 9 12 31.37% 21.13% 25.93% 18.75% 28.57% 

中性 16 23 15 13 12 31.37% 32.39% 27.78% 27.08% 28.57% 

乾性 0 0 0 0 0 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 

木本 

湿性 7 9 9 5 5 13.73% 12.68% 16.67% 10.42% 11.90% 

中性 6 13 9 17 7 11.76% 18.31% 16.67% 35.42% 16.67% 

乾性 0 2 0 0 1 0.00% 2.82% 0.00% 0.00% 2.38% 

つる植物 6 9 7 4 5 11.76% 12.68% 12.96% 8.33% 11.90% 

合計 51 71 54 48 42 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 

※令和元年台風の影響により、令和 3年度にベルトトランセクト区画を再設定した。 
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図 3-2-7 生育種の構成（ベルトトランセクト調査全体） 
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表 3-2-9(1) 生育種の構成（ベルトトランセクト調査【平成 29 年度まで】） 

 

  

H22 H27 H29 H22 H27 H29 H22 H27 H29 H22 H27 H29
湿性 5 3 8 38.46 14.29 40.00 5 5 8 41.67 23.81 36.36
中性 5 12 8 38.46 57.14 40.00 2 8 8 16.67 38.10 36.36
乾性 0 0 0 0.00 0 0 0 0 0 0.00 0.00 0.00
湿性 1 2 2 7.69 9.52 10.00 2 1 1 16.67 4.76 4.55
中性 1 3 2 7.69 14.29 10.00 2 3 3 16.67 14.29 13.64
乾性 0 0 0 0.00 0.00 0.00 0 0 0 0.00 0.00 0.00

1 1 0 7.69 4.76 0.00 1 4 2 8.33 19.05 9.09
13 21 20 100 100 100 12 21 22 100 100 100

H22 H27 H29 H22 H27 H29 H22 H27 H29 H22 H27 H29
湿性 3 4 5 25.00 26.67 26.32 2 4 5 50.00 40.00 35.71
中性 3 5 7 25.00 33.33 36.84 0 2 5 0.00 20.00 35.71
乾性 0 0 0 0.00 0.00 0.00 0 0 0 0.00 0.00 0.00
湿性 3 2 2 25.00 13.33 10.53 1 2 0 25.00 20.00 0.00
中性 1 3 3 8.33 20.00 15.79 1 1 1 25.00 10.00 7.14
乾性 0 0 0 0.00 0.00 0.00 0 0 2 0.00 0.00 14.29

2 1 2 16.67 6.67 10.53 0 1 1 0.00 10.00 7.14
12 15 19 100 100 100 4 10 14 100 100 100

H22 H27 H29 H22 H27 H29 H22 H27 H29 H22 H27 H29
湿性 5 8 9 38.46 38.10 47.37 10 8 9 50.00 27.59 42.86
中性 1 5 4 7.69 23.81 21.05 4 11 5 20.00 37.93 23.81
乾性 0 0 0 0.00 0.00 0.00 0 0 0 0.00 0.00 0.00
湿性 2 4 2 15.38 19.05 10.53 1 3 2 5.00 10.34 9.52
中性 3 4 2 23.08 19.05 10.53 3 4 2 15.00 13.79 9.52
乾性 0 0 0 0.00 0.00 0.00 0 0 0 0.00 0.00 0.00

2 0 2 15.38 0.00 10.53 2 3 3 10.00 10.34 14.29
13 21 19 100 100 100 20 29 21 100 100 100

H22 H27 H29 H22 H27 H29 H22 H27 H29 H22 H27 H29
湿性 6 5 8 37.50 16.13 38.10 5 0 4 71.43 - 50.00
中性 7 8 7 43.75 25.81 33.33 2 0 2 28.57 - 25.00
乾性 0 0 0 0.00 0.00 0.00 0 0 0 0.00 - 0.00
湿性 0 6 2 0.00 19.35 9.52 0 0 2 0.00 - 25.00
中性 2 9 3 12.50 29.03 14.29 0 0 0 0.00 - 0.00
乾性 0 1 1 0.00 3.23 4.76 0 0 0 0.00 - 0.00

1 2 0 6.25 6.45 0.00 0 0 0 0.00 - 0.00
16 31 21 100 100 100 7 0 8 100 - 100

H22 H27 H29 H22 H27 H29 H22 H27 H29 H22 H27 H29
湿性 12 4 5 48.00 20.00 23.81 6 4 4 35.29 25.00 23.53
中性 7 5 5 28.00 25.00 23.81 3 4 3 17.65 25.00 17.65
乾性 0 0 0 0.00 0.00 0.00 0 0 0 0.00 0.00 0.00
湿性 3 5 6 12.00 25.00 28.57 5 2 4 29.41 12.50 23.53
中性 2 4 4 8.00 20.00 19.05 2 5 4 11.76 31.25 23.53
乾性 0 1 0 0.00 5.00 0.00 0 0 0 0.00 0.00 0.00

1 1 1 4.00 5.00 4.76 1 1 2 5.88 6.25 11.76
25 20 21 100 100 100 17 16 17 100 100 100

草本

木本

つる植物
合計

項目 種数 割合（％） 種数 割合（％）
調査時期

ベルトトランセクト調査
調査地点 イカリガ沢

No. bt9 bt10

調査時期

草本

木本

つる植物
合計

調査名

調査地点 イカリガ沢
No. bt7 bt8
項目 種数 割合（％） 種数 割合（％）

草本

木本

つる植物
合計

調査名 ベルトトランセクト調査

項目 種数 割合（％） 種数 割合（％）
調査時期

ベルトトランセクト調査
調査地点 イカリガ沢

No. bt5 bt6

調査時期

草本

木本

つる植物
合計

調査名

No. bt3 bt4
項目 種数 割合（％） 種数 割合（％）

つる植物
合計

調査名 ベルトトランセクト調査
調査地点 イカリガ沢

調査時期

草本

木本

項目 種数 割合（％） 種数 割合（％）

調査名 ベルトトランセクト調査
調査地点 イカリガ沢

No. bt1 bt2
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表 3-2-9(2) 生育種の構成（ベルトトランセクト調査【令和 3 年度から】） 

 

 

 

 

 

R3 R6 R3 R6 R3 R6 R3 R6 R3 R6 R3 R6
湿性 6 6 30.00 54.55 6 5 46.15 27.78 4 4 50.00 44.44
中性 5 1 25.00 9.09 2 6 15.38 33.33 2 4 25.00 44.44
乾性 0 0 0 0 0 0 0.00 0.00 0 0 0.00 0.00
湿性 3 2 15.00 18.18 2 3 15.38 16.67 2 0 25.00 0.00
中性 4 2 20.00 18.18 2 2 15.38 11.11 0 1 0.00 11.11
乾性 0 0 0.00 0.00 0 0 0.00 0.00 0 0 0.00 0.00

2 0 10.00 0.00 1 2 7.69 11.11 0 0 0.00 0.00
20 11 100 100 13 18 100 100.00 8 9 100 100

R3 R6 R3 R6 R3 R6 R3 R6 R3 R6 R3 R6
湿性 0 1 0.00 16.67 0 1 0.00 14.29 0 1 0.00 8.33
中性 0 0 0.00 0.00 1 1 14.29 14.29 3 3 25.00 25.00
乾性 0 0 0.00 0.00 0 0 0.00 0.00 0 0 0.00 0.00
湿性 1 3 100.00 50.00 4 3 57.14 42.86 5 4 41.67 33.33
中性 0 2 0.00 33.33 1 2 14.29 28.57 3 3 25.00 25.00
乾性 0 0 0.00 0.00 0 0 0.00 0.00 0 0 0.00 0.00

0 0 0.00 0.00 1 0 14.29 0.00 1 1 8.33 8.33
1 6 100 100 7 7 100 100 12 12 100 100

R3 R6 R3 R6 R3 R6 R3 R6 R3 R6 R3 R6
湿性 1 1 12.50 6.67 1 3 16.67 25.00 1 2 14.29 15.38
中性 2 4 25.00 26.67 0 2 0.00 16.67 1 4 14.29 30.77
乾性 0 0 0.00 0.00 0 0 0.00 0.00 0 0 0.00 0.00
湿性 2 4 25.00 26.67 3 4 50.00 33.33 3 2 42.86 15.38
中性 3 5 37.50 33.33 1 3 16.67 25.00 1 2 14.29 15.38
乾性 0 0 0.00 0.00 0 0 0.00 0.00 0 1 0.00 7.69

0 1 0.00 6.67 1 0 16.67 0.00 1 2 14.29 15.38
8 15 100 100 6 12 100 100 7 13 100 100

R3 R6 R3 R6 R3 R6 R3 R6 R3 R6 R3 R6
湿性 0 2 0.00 16.67 2 4 18.18 30.77 2 3 40.00 33.33
中性 1 4 14.29 33.33 4 6 36.36 46.15 0 1 0.00 11.11
乾性 0 0 0.00 0.00 0 0 0.00 0.00 0 0 0.00 0.00
湿性 4 3 57.14 25.00 3 1 27.27 7.69 3 3 60.00 33.33
中性 2 2 28.57 16.67 1 2 9.09 15.38 0 2 0.00 22.22
乾性 0 0 0.00 0.00 0 0 0.00 0.00 0 0 0.00 0.00

0 1 0.00 8.33 1 0 9.09 0.00 0 0 0.00 0.00
7 12 100 100 11 13 100 100 5 9 100 100

イカリガ沢

ベルトトランセクト調査
イカリガ沢

ベルトトランセクト調査
イカリガ沢

bt11 bt12
種数 割合(%) 種数 割合(%)

草本

木本

つる植物
合計

項目

種数 割合(%)

種数 割合(%)
調査時期

調査地点
No.

bt9

bt10

調査名

bt7 bt8
種数 割合(%) 種数 割合(%)

草本

木本

つる植物
合計

項目

種数 割合(%) 種数 割合(%)

調査時期

ベルトトランセクト調査
イカリガ沢調査地点

No.

bt5 bt6

調査時期

草本

木本

つる植物
合計

調査名

調査地点
No.

bt3

bt4
項目

種数 割合(%)

種数 割合(%)

草本

木本

つる植物
合計

調査名 ベルトトランセクト調査

項目 種数 割合(%) 種数 割合(%)
調査時期

調査名
調査地点

No. bt1 bt2
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第2章 環境保全対策の内容 

予測評価書に記載した環境保全対策及びその実施状況は、「別添 2 植物・動物・生態系（植

生）」の環境保全対策に示すとおりである。 
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別添3-3 調査等の結果と検証結果 

第1章 検証方法 

事後調査結果について、植物・動物・生態系の予測結果及び評価目標である「生物と生息環

境の関わり、生物相互の関わり及び生物多様性に著しい影響を及ぼさないこと」と対比し、事

業の実施により流域面積の減少に伴う河川流量の減少の可能性があるイカリガ沢を対象に、乾

燥化等による水生植物等の湿性環境の変化を経年把握することにより、影響の程度を検証した。

なお、対照区として、対象事業の影響がない大河原でも同様の経年変化を把握し、実施区域周

辺の環境変化の可能性の観点からも検証を行った。 

 

第2章 検証結果 

事後調査の目的は、陽地化や乾燥化等の事業の実施による実施区域周辺の生物の生育生息状

況に与える影響が最小限であるかどうかを確認することであった。具体的には、実施区域周辺

の湿生環境の代表的な植生であるタマアジサイ―フサザクラ群集のうち、事業によって流域面

積が約 7.3％減少（着手 12 年後時点）した地点（イカリガ沢）及び、事業による影響を受けな

い地点（大河原）を設定し、環境の変化による影響を受けやすい湿性植物を指標として、その

植生の状況について事後調査を行った。 

令和 3 年度以降の調査において、令和元年台風による砂礫の流出入や立木の流出の影響が大

きく、イカリガ沢のコドラート及びベルトトランセクトを移動して再設定した。そのため、イ

カリガ沢のコドラート及びベルトトランセクトにおける事後調査結果について、区画での経年

変化ではなく、イカリガ沢の地点全体として、イカリガ沢における代表的な湿性植物の種数等

を比較することにより、経年変化を検証することとした。 

令和 6 年度の事後調査において、コドラート調査及びベルトトランセクト調査ともに、令和

3 年度に比べて湿性植物（湿生草本及び湿生木本）の種数が増加していた。令和元年台風の影

響により、事業着手前の平成 22 年度の種数と比較すると依然少ない状況ではあるが、回復傾向

にあると考えられる。 

対照区である大河原でも、令和 3 年度調査においてコドラートの立木が全て流出していたこ

とから、イカリガ沢と同様に、令和元年台風による影響はあったと推察されるが、令和 6 年度

の事後調査では事業着手前の平成 22 年度の湿性植物（湿生草本及び湿生木本）の種数と同程度

になっていた。これは、イカリガ沢と比べると地盤が若干削られた程度であったこと、斜面側

には土が堆積しており植物が生育しやすい環境となっていたため、イカリガ沢より早く回復で

きたものと考えられる。 

大河原に比べ、イカリガ沢では、湿生植物（湿生草本及び湿生木本）の種数の回復は遅れて

いるものの、令和 3 年度からの回復傾向が見られたことから、時間の経過とともに、イカリガ

沢においても、湿性植物の生育が回復していくものと推察する。 

また、令和元年台風以前の平成 29 年度調査までは、イカリガ沢及び大河原の高木層、亜高木

層には倒木や枯死等の変化が、低木層、草本層では種組成の変化が認められたが、湿性植物の

種数の顕著な変化は見られなかった。事業による乾燥化があれば、湿生植物の顕著な減少が生

じると考えられるが、そういった変化は見られなかった。 

注目すべき植物種については、確認された 4 種のうち湿性植物はトウゴクサバオノ及びムカ
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ゴネコノメの 2 種であった。トウゴクサバオノは、事業着手前の平成 22 年度調査では確認され

ておらず、事業着手後の平成 27 年度調査から確認されるようになった種である。ムカゴネコノ

メは、事業着手前の平成 22 年度調査からイカリガ沢及び大河原の両方で確認されている種であ

り、令和元年台風以降である令和 3 年度調査からは確認区画数は減ったものの、継続して確認

されていることから、事業によるイカリガ沢の流量の減少による乾燥化等の著しい影響は生じ

ていないと考えられる。 

以上のことから、事業による影響が、生物と生息環境の関わり、生物相互の関わり及び生物

多様性に著しい影響を及ぼしていないものと評価する。 

イカリガ沢について、予測評価書における第一期終了時点での流域面積の減少の程度は約

7.7％に対して、着手 12 年後時点での流域面積の減少は約 7.3％となるが、流量の顕著な変化

は見られなかった。採石の事業活動の状況により採掘の進捗が変化するため、予測評価書にお

ける第一期終了時点の流域面積の減少状況とは一致していないものの、現時点で概ね第一期終

了時点まで事業が進捗している。また、現時点で流域面積の減少の程度も予測評価書に対して

95％程度となっており、イカリガ沢の環境の変化を確認する上では、予測評価書において想定

した事業影響と同程度の事業影響が生じている。このことから、当初の計画のとおり、今回（着

手 12 年後）で事後調査を終了するものとする。 
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別添4-1 事後調査等の内容 

第1章 事後調査事項 

事業着手後（12 年後）の土壌動物の生息状況とした。 

 

第2章 事後調査範囲及び地点 

植生調査地点と同地点とした。事後調査地点は、表 4-1-1、図 4-1-1 及び図 4-1-2 に示すと

おりである。 

 

表 4-1-1 調査地区の概要 

代表する植生 

●ウラジロガシ群落 

●コナラ・シデ・カエデ林（2 地点） 

●スギ・ヒノキ植林 

●植栽緑地 

 

第3章 事後調査時期 

事後調査時期は、表 4-1-2 に示すとおりとした。 

 

表 4-1-2 事後調査時期（土壌動物） 

項目 調査時期 

土壌動物 

事後調査 

第 2 回 

（夏 季） 

（補足調査） 

平成 29 年 8 月 28、29 日 

平成 29 年 10 月 27 日 

事後調査 

第 4 回 
（夏 季） 令和 6 年 8月 26、27 日 

 

第4章 事後調査方法等 

植生調査と同様の地点において自然度の調査を行った。具体的には、大型土壌動物につい

ては現地においてハンドソーティングにより選別し、分類群レベルで同定した。小型土壌動

物については腐植土を採取し、ツルグレン装置を用いて抽出、選別した上で、生息種を同定

した。 
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●ウラジロガシ群落 

 
（夏 季）平成 29 年 8月 28 日 

 
（夏 季）令和 6年 8月 26、27 日 

●コナラ・シデ・カエデ林 1 

 
（夏 季）平成 29 年 8月 28 日 

 
（夏 季）令和 6年 8月 26、27 日 

●コナラ・シデ・カエデ林 2 

 
（夏 季）平成 29 年 8月 29 日 

 
（夏 季）令和 6年 8月 26、27 日 

図 4-1-1（1） 調査地点の状況  
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●スギ・ヒノキ植林 

 
（夏 季）平成 29 年 8月 29 日 

 
（夏 季）令和 6年 8月 26、27 日 

●植栽緑地 

 
（夏 季）平成 29 年 8月 28 日 

 
（夏 季）令和 6年 8月 26、27 日 

図 4-1-1（2） 調査地点の状況  
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ウラジロガシ群落 

スギ・ヒノキ植林 

コナラ・シデ・カエデ林 1 

植栽緑地 

コナラ・シデ・カエデ林 2 

図 4-1-2(1) 調査対象範囲 

（※基図は予測評価書に記載の現存植生図） 

 

 

:事後調査地点 

平坦地植栽地 
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ウラジロガシ群落 

スギ・ヒノキ植林 

コナラ・シデ・カエデ林 1 

植栽緑地 

コナラ・シデ・カエデ林 2 

図 4-1-2(2) 調査対象範囲 

（※基図は予測評価書に記載の 

第 1 期終了時の植生図） 

 

:事後調査地点 

実施区域内残壁植栽緑地 



 

69 

別添4-2 事後調査等の結果 

第1章 事後調査の結果 

第1節 土壌動物の状況 

 1．大型土壌動物を指標とした自然の豊かさ評価 

大型土壌動物を指標とした環境診断の試みの一つに自然の豊かさ評価（昭和 64 年、青木）

がある。土壌動物は自然林のような自然性の高い環境下で多様な動物相からなる群集を形成

している。その環境が人為的影響によって劣化すると、環境の変化に敏感な動物から順次姿

を消していき、動物相は次第に単純化していく。土壌動物のこのような性質を利用して、現

在その場所の土壌環境が自然環境からどのくらい隔たっているかを評価しようとするものが

土壌動物による自然の豊かさ評価である。大型土壌動物を指標とした自然度評価区分は、表 

4-2-1 に示すとおりである。なお、本評価方法では、この 32 群以外の動物群は対象外とし、

出現した動物の合計点によってその土壌環境を評価するもので、32 群の動物がすべて出現す

ると 100 点になるように設定されている。 

 

表 4-2-1 大型土壌動物を指標とした自然度評価区分 

 

 

大型土壌動物を指標とした自然の豊かさ評価結果は、表 4-2-2 に示すとおりである。「だ

れにでもできるやさしい土壌動物のしらべかた」（平成 17 年、青木）によれば、『自然が良く

保たれた自然林や神社林』の評価点が 60～75 点、『成熟した雑木林（二次林）』が 55～65 点、

『若い雑木林や人工林』が 35～45 点、『公園、人家の庭、校庭』が 25～35 点、『道路の植え

込み』が 15～20 点とされている。 

令和 6 年度調査における最高点の地点は、コナラ・シデ・カエデ林 2（緩やかな斜面：コ

ナラ）が 69 点、次いでスギ・ヒノキ植林が 49 点、最低点は植栽緑地の 14 点であった。平成

29 年度と比較すると、非改変区域の 4 地点のうち、コナラ・シデ・カエデ林 1、2 及びスギ・

ヒノキ植林では評価点が低下し、ウラジロガシ群落のみ評価点が上昇していた。また、植栽

緑地では評価点が低下していた。 

各植生の概要は以下のとおりである。 

(a)広葉樹林 

コナラ・シデ・カエデ林 1（48 点）、ウラジロガシ群落（41 点）、コナラ・シデ・カエデ林

2（69 点）の中で、コナラ・シデ・カエデ林 2 が他の 2 地点の 1.5 倍程度の評価点であった。

コナラ・シデ・カエデ林 2 は緩やかな斜面で落葉も比較的多く適湿であったが、コナラ・シ

デ・カエデ林 1 及びウラジロガシ群落は尾根付近で落葉があまり無く、土壌が乾燥していた

自然度
評価区分

環境変化への反応 対象生物数 得点 主な生物

A群
人為圧による環境の劣化に
最も敏感で弱いグループ

10 5点 ヤスデ、コムカデ、ジムカデ

B群
A群とC群の中間の性質を持
つグループ

14 4点 ワラジムシ、イシムカデ、甲虫（幼虫）

C群
環境の劣化に最も鈍感で強
いグループ

8 3点 アリ、ハエ・アブ（幼虫）、クモ

合計 32



 

70 

ことにより評価点が低かったと思われる。 

平成 29 年度と比較すると、ウラジロガシ群落では評価点が 8 点上昇し、『公園、人家の庭、

校庭』の評価点から『若い雑木林や人工林』の評価点に変化していた。コナラ・シデ・カエ

デ林 1 では 25 点低下し、『自然が良く保たれた自然林や神社林』の評価点から『成熟した雑

木林（二次林）』と『若い雑木林や人工林』の中間の評価点に変化していた。コナラ・シデ・

カエデ林 2では 3 点低下していたが、『自然が良く保たれた自然林や神社林』の評価点のまま

変化はなかった。 

(b)人工林 

スギ・ヒノキ植林（49 点）は、『成熟した雑木林（二次林）』と『若い雑木林や人工林』の

中間の評価点であり、人工林としては比較的良好な土壌であると思われる。 

平成 29 年度と比較すると 6 点低下し、『成熟した雑木林（二次林）』の評価点からはやや下

がっていた。 

(c)草地 

植栽緑地（14 点）は、シカの食害により植栽したヤブツバキが消失したため、直射日光が

当たり土壌が比較的乾燥した環境となっていたことから、『道路の植え込み』以下の評価点と

なったと思われる。 

平成 29 年度と比較すると 29 点低下し、『若い雑木林や人工林』の評価点から『道路の植え

込み』以下の評価点に変化していた。 
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表 4-2-2 大型土壌動物を指標とした自然の豊かさ評価 

グループ 動物群カテゴリー 

ウラジロガシ 

群落 

コナラ・シデ・ 

カエデ林 1 

コナラ・シデ・ 

カエデ林 2 

スギ・ヒノキ 

植林 
植栽緑地 

広葉樹林 広葉樹林 広葉樹林 人工林 草地 

H29 R6 H29 R6 H29 R6 H29 R6 H29 R6 

A(5 点) 

アリヅカムシ ○ 
 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
 

イシノミ ○ ○ 
        

オオムカデ 
  

○ ○ 
 

○ 
    

コムカデ 
  

○ 
 

○ ○ 
    

ザトウムシ ○ 
 

○ 
 

○ 
 

○ 
   

ジムカデ 
 

○ ○ ○ ○ ○ 
 

○ ○ 
 

ヒメフナムシ 
  

○ 
   

○ ○ 
  

ヤスデ 
 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
  

ヨコエビ 
  

○ ○ ○ ○ ○ 
 

○ 
 

陸貝 
 

○ ○ 
 

○ ○ ○ ○ 
  

B(3 点) 

アザミウマ 
 

○ 
        

イシムカデ ○ 
 

○ ○ ○ ○ 
 

○ ○ 
 

ガ(幼虫） 
     

○ 
 

○ ○ ○ 

カニムシ 
  

○ 
 

○ ○ ○ ○ 
  

カメムシ 
 

○ 
  

○ ○ 
    

甲虫 ○ 
 

○ ○ ○ ○ ○ 
 

○ 
 

甲虫（幼虫） 
 

○ 
 

○ ○ ○ ○ 
 

○ ○ 

ゴミムシ 
 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
 

シロアリ 
          

ゾウムシ ○ ○ 
  

○ 
   

○ ○ 

ナガコムシ ○ 
 

○ 
 

○ 
 

○ 
   

ハサミムシ 
          

ミミズ ○ 
 

○ ○ ○ ○ 
 

○ ○ 
 

ワラジムシ 
  

○ ○ ○ ○ ○ ○ 
  

C(1 点) 

アリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

クモ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ダニ 
 

○ ○ 
 

○ ○ ○ ○ ○ 
 

ダンゴムシ 
        

○ ○ 

トビムシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ハエ・アブ（幼虫） 
 

○ ○ 
 

○ ○ ○ 
   

ハネカクシ 
  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ヒメミミズ 
 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
 

動物群カテゴリー数 11 15 23 16 24 23 19 17 17 8 

自然の豊かさ 33 41 73 48 72 69 55 49 43 14 
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 2．ササラダニ類（小型土壌動物）による自然度評価 

ササラダニ類は落葉を初めとする植物遺体を粉砕するダニ類で、土壌中に生息する動物の

なかでも種類数が多い上に個体数も優勢な動物群といわれている。人為的な環境変化に敏感

に反応し、その群集組成を変えることが知られており、大型土壌動物と同様、ササラダニ類

を指標とした自然度評価を行う方法がある。 

「土壌動物を用いた環境診断」（平成 7 年、青木）によると 100 種のササラダニ類をピック

アップし、これらを A～E の 5 群に区別している。 

A 群：自然林や神社林を主体とする種（25 種） 

B 群：自然林から二次林にかけて生息する種（22 種） 

C 群：二次林を中心に生息する種（21 種） 

D 群：さまざまな環境に幅広く生息する種（20 種） 

E 群：人工的環境に多く生息する種（12 種） 

 

「自然性」を表す評価点は、 

 

A 群の種類数×5＋B 群の種類数×4＋C 群の種類数×3＋D 群の種類数×2＋E 群の種類数×1 

A～E 群の合計数 

 

の式によって計算された値を用いた。評価点の合計値ではなく、平均値を求め、種の多さ・

少なさは度外視し、種の質を重要視し「自然性」の評価とした。この評価点が 5 に近づくほ

ど調査した場所の自然性が高く、0に近づくほど自然性が低いということになる。 

 

調査の結果、ツルグレン抽出により合計 70 科 86 種の土壌動物の生息が確認された。その

うち、小型土壌動物のササラダニ類の確認種数は 33 種（種名不明含む）であった。土壌動物

の確認種一覧は、資料編に示す。 

確認されたササラダニ類33種を対象とし、評価点を算出した結果は表 4-2-3及び表 4-2-4

に示すとおりである。 

令和 6 年度調査における自然性はウラジロガシ群落の 5.0 が最も高く、次いでコナラ・シ

デ・カエデ林 1 の 4.8 となっており、植栽緑地の 2.0 が最も低かった。平成 29 年度と比較す

ると、非改変区域の 4 地点では評価点が上昇していた。また、植栽緑地では評価点が変わら

なかった。 

各植生の概要は以下のとおりである。 

(a)広葉樹林 

ウラジロガシ群落ではササラダニ類の種数が少なかったが、A 群（自然林や神社林を主体

する種）が多く、最も高い評価であった。コナラ・シデ・カエデ林 1 では A群の種や B群（自

然林から二次林にかけて生息する種）が多く、自然性が高い評価であった。コナラ・シデ・

カエデ林 2 ではササラダニ類の種類数は少なかったが、A 群と C 群（二次林を中心に生息す

る種）が確認され、自然性が高い評価であった。 
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平成 29 年度と比較すると、ウラジロガシ群落、コナラ・シデ・カエデ林 1、2 の 3 地点

すべてで評価点が上昇しており、このうちウラジロガシ群落及びコナラ・シデ・カエデ林

2 では、平成 29 年度は自然性が中程度の評価であったところから自然性が高い評価に変化

していた。 

(b)人工林 

スギ・ヒノキ植林ではササラダニ類の種類数は比較的多かったが、A 群と D 群（さまざま

な環境に幅広く生息する種）であり、自然性が中程度の評価であった。 

平成 29 年度と比較すると 0.2 点の上昇であり、自然性の評価の顕著な変化は見られなか

った。 

(c)草地 

植栽緑地ではササラダニ類が少なく、D 群のみであったため、自然性が低い評価であった。 

平成 29 年度と比較すると評価点の変化はなかった。 

 

表 4-2-3 種名不明種を除くササラダニ類（小型土壌動物）の確認種 

科名 種名 評価点 

ウラジロ

ガシ群落 

コナラ・

シデ・カ

エデ林 1 

コナラ・

シデ・カ

エデ林 2 

スギ・ 

ヒノキ 

植林 

植栽緑地 

広葉樹林 広葉樹林 広葉樹林 人工林 草地 

ゾウイレコダニ ゾウイレコダニ 5 ○ ○    

イレコダニ ヨロイイレコダニ     ○  

ヘソイレコダニ ヒメヘソイレコダニ 2    ○  

ヒワダニ フトゲナガヒワダニ 3   ○   

  オオナガヒワダニ   ○    

ヒワダニモドキ ヒワダニモドキ   ○    

ツツハラダニ フトツツハラダニ 5 ○   ○  

アミメオニダニ アジアオニダニ     ○ ○ 

ツキノワダニ コノハツキノワダニ 5  ○ ○   

トビンダニ トドリドビンダニ  ○ ○    

ジュズダニ ツリバリジュズダニ   ○    

  チヂレジュズダニ   ○    

クモスケダニ ヤマトクモスケダニ   ○    

セマルダニ ムツゲリキシダニ     ○  

クワガタダニ カコイクワガタダニ  ○   ○  

イカダニ ヒョウタンイカダニ 2     ○ 

  ヤマトオオイカダニ 4  ○    

ツブダニ オオツブダニ   ○    

  ナミヒロズツブダニ   ○  ○  

コソデダニ ニシノマルコソデダニ     ○  

ハネツナギダニ ハネツナギダニ      ○ 

フリソデダニモドキ フリソデダニモドキ 5  ○    

18 科 22 種 種類数 8 4 12 2 8 3 
  評価点 31 10 19 8 7 2 
  群合計 8 2 4 2 2 1 
  自然性 3.9 5.0 4.8 4.0 3.5 2.0 
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表 4-2-4 ササラダニ類（小型土壌動物）による自然度評価 

調査地点 H29 R6 

ウラジロガシ群落 広葉樹林 3.5 5.0 

コナラ・シデ・カエデ林 1 広葉樹林 4.4 4.8 

コナラ・シデ・カエデ林 2 広葉樹林 3.0 4.0 

スギ・ヒノキ植林 人工林 3.3 3.5 

植栽緑地 草地 2.0 2.0 

 

第2章 環境保全対策の内容 

予測評価書に記載した環境保全対策及びその実施状況は、「別添 2 植物・動物・生態系（植生）」

の環境保全対策に示すとおりである。 
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別添4-3 調査等の結果と検証結果 

第1章 検証方法 

事後調査結果について植物・動物・生態系の予測結果及び評価目標である「生物と生息環境

の関わり、生物相互の関わり及び生物多様性に著しい影響を及ぼさないこと」と対比し、土壌

動物による自然度について、非改変区域と最終残壁造成後の植栽緑地との比較を行うことで自

然環境の回復の程度を検証した。 

 

第2章 検証結果 

事後調査では、非改変区域と最終残壁造成後の植栽緑地との土壌動物の生息状況の比較を行

った。 

大型土壌動物による自然の豊かさ評価において、植栽緑地の評価点は 14 点であり、非改変区

域よりも低い値であった。また、ササラダニ類（小型土壌動物）による自然度評価結果も、大

型土壌動物の結果と同様に、植栽緑地において非改変区域よりも低い値を示した。 

植生調査の検証結果に記したように、森林性の生物相への自然環境の移行には時間を要する

ことが想定され、植栽緑地における土壌動物を指標とした自然の豊かさの評価結果も、現状と

しては非改変区域に比べて低い値となったことが考えられる。 

ただし、大型土壌動物による自然の豊かさ評価では、平成 29 年度と比較してウラジロガシ群

落以外の植生で評価点が低下していたことから、実施区域及びその周囲において全体として土

壌環境が貧化している可能性がある。植生調査の検証結果に記したように、実施区域及びその

周囲では、シカ等の野生動物の食害による影響を受け、植被率や植物の出現種数等に変化がみ

られていることから、これらの植生の変化により土壌環境が貧化しているものと考えられる。 

非改変区域のうちコナラ・シデ・カエデ林 2 は、事業の実施による乾燥化等の間接的な影響

の有無の把握のために実施区域付近に設定した地点である。コナラ・シデ・カエデ林 2 では、

大型土壌動物による自然の豊かさ評価では『自然が良く保たれた自然林や神社林』の評価点

であり、ササラダニ類（小型土壌動物）による自然度評価では A 群と C 群（二次林を中心に

生息する種）が確認され、自然性が高い評価であった。乾燥化等の間接的な影響が生じないこ

とが想定されるコナラ・シデ・カエデ林 1 と比較すると、大型土壌動物による自然の豊かさ評

価では、平成 29 年度調査はコナラ・シデ・カエデ林 1、2 で同程度の評価であったが、令和 6

年度調査ではコナラ・シデ・カエデ林 1 のみ評価点が半分程度まで低下していた。また、ササ

ラダニ類（小型土壌動物）による自然度評価では、平成 29 年度及び令和 6年度調査のどちらも

コナラ・シデ・カエデ林 1の方が評価点が高かったが、その差は平成 29 年度の 1.4 点から令和

6 年度では 0.8 点に近づいていたことから、事業の実施による乾燥化等の影響は生じていない

ものと考えられる。 

以上のことから、事業による影響が、生物と生息環境の関わり、生物相互の関わり及び生物

多様性に著しい影響を及ぼしていないものと評価する。 

今後も事後調査において、非改変区域と最終残壁造成後の植栽緑地の土壌動物調査を継続し

て行い、比較することで自然環境の回復の程度を検証する予定である。 
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※■は H29 までに消失した種を示す。 

※■は H29 に新たに確認した種を示す。 

  

湿性環境 種組成-1 

H22（早春季） H27（早春季） H29（早春季） H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季）

被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

ﾌｻｻﾞｸﾗ 木本（湿性） 4・4 4・4 3・3 ﾑｶｺﾞｲﾗｸｻ 草本（湿性） 1・2 1・2 1・1

ｱｵｷ 木本（中性） 1・1 1・1 +

H22（早春季） H27（早春季） H29（早春季） ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） 1・1 1・1 2・2

被度・群度 被度・群度 被度・群度 ﾐｽﾞﾋｷ 草本（中性） 1・1 1・1 1・1

ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） 4・4 4・4 3・3 ｳﾜﾊﾞﾐｿｳ 草本（湿性） +・2 + +・2

ｱｵｷ 木本（中性） 1・1 1・1 1・1 ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 木本（湿性） + +・2 +

ｵﾆｲﾀﾔ 木本（中性） + + ｸﾜｶﾞﾀｿｳ 草本（中性） + +・2 +

ｻﾜﾊｺﾍﾞ 草本（湿性） + +・2 +

H22（早春季） H27（早春季） H29（早春季） ﾔﾏﾔﾌﾞｿﾃﾂ 草本（中性） + +・2 +

被度・群度 被度・群度 被度・群度 ｱｹﾋﾞ つる植物 + + +

ﾖｺﾞﾚﾈｺﾉﾒ 草本（湿性） 2・3 2・2 1・1

ﾑｶｺﾞﾈｺﾉﾒ 草本（湿性） 1・2 1・1 2・2

ｱｵｷ 木本（中性） 1・1 1・1 +・2

ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） 1・1 1・1 1・1

ﾔﾏﾈｺﾉﾒｿｳ 草本（湿性） +・2 1・1 +・2 ｹﾔｷ 木本（中性） + + +

ﾀﾆｷﾞｷｮｳ 草本（湿性） +・2 +・2 +・2 ｺﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ 草本（中性） + + +

ﾔﾏﾔﾌﾞｿﾃﾂ 草本（中性） + +・2 + ｼﾞｬﾉﾋｹﾞ 草本（中性） + +

ｱｹﾋﾞ つる植物 + + + ﾂﾙｶﾉｺｿｳ 草本（中性） + + +

ｼﾞﾛﾎﾞｳｴﾝｺﾞｻｸ 草本（中性） + + + ﾐﾂﾊﾞ 草本（湿性） + + +

ﾂﾙｶﾉｺｿｳ 草本（中性） + + + ﾔﾌﾞﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ 草本（中性） + + +

ﾐｽﾞﾋｷ 草本（中性） + + + ﾔﾌﾞﾏﾒ つる植物 + +

ﾐﾂﾊﾞ 草本（湿性） + + + ﾔﾏｸﾞﾜ 木本（中性） + + +

ﾐﾔﾏﾌﾕｲﾁｺﾞ つる植物 + + + ｱﾏﾁｬﾂﾞﾙ つる植物 + +

ｳﾜﾊﾞﾐｿｳ 草本（湿性） +・2 +・2 ｳﾏﾉﾐﾂﾊﾞ 草本（湿性） + +

ﾕﾘﾜｻﾋﾞ 草本（湿性） +・2 +・2 ｵｵﾊﾞﾉﾔｴﾑｸﾞﾗ 草本（中性） + +

ｲﾈ科の一種 草本（中性） + ｸﾏﾜﾗﾋﾞ 草本（中性） +

ｸｻｲﾁｺﾞ 木本（中性） + ｼﾗﾈｾﾝｷｭｳ 草本（湿性） +

ｼﾗﾈｾﾝｷｭｳ 草本（湿性） + ﾐｿﾞｿﾊﾞ 草本（湿性） +

ﾐﾔﾏﾊｺﾍﾞ 草本（湿性） + + ﾐﾂﾊﾞｳﾂｷﾞ 木本（湿性） +

ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 木本（湿性） +・2 ｺﾊｺﾍﾞ 草本（中性） +・2

ｸﾜｶﾞﾀｿｳ 草本（中性） +・2 + ﾊﾅﾀﾃﾞ 草本（中性） +・2

ｺﾊｺﾍﾞ 草本（中性） +・2 ﾐﾔﾏﾌﾕｲﾁｺﾞ つる植物 +・2

ﾑｶｺﾞｲﾗｸｻ 草本（湿性） +・2 ﾔﾏﾐｽﾞ 草本（湿性） +・2 1・1

ｱｶｼｮｳﾏ 草本（中性） + ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ 木本（湿性） +

ｱｻﾞﾐ属の一種 草本（中性） + + ｱﾗｶｼ 木本（中性） +

ｲﾇｶﾞﾔ 木本（中性） + ｲﾇｼﾃﾞ 木本（中性） + +

ｲﾇｼﾃﾞ 木本（中性） + + ｲﾜｶﾞﾈｾﾞﾝﾏｲ 草本（中性） +

ｵﾆｲﾀﾔ 木本（中性） + + ｳﾂｷﾞ 木本（中性） +

ｹﾔｷ 木本（中性） + + ｳﾘﾉｷ 木本（中性） +

ｻｲｺﾞｸｲﾉﾃﾞ 草本（中性） + ｴﾝｺｳｶｴﾃﾞ 木本（中性） + +

ｼﾞｬﾉﾋｹﾞ 草本（中性） + + ｵｵﾊﾞｼﾞｬﾉﾋｹﾞ 草本（中性） +

ｽｹﾞ属の一種 草本（中性） + + ｵﾆｲﾀﾔ 木本（中性） +

ﾀﾞｲｺﾝｿｳ 草本（湿性） + + ｷﾂﾈﾉﾎﾞﾀﾝ 草本（湿性） + +

ﾀﾏｱｼﾞｻｲ 木本（湿性） + ｹｼ科の一種 草本（中性） +

ｽｷﾞ 木本（湿性） + +

ｽｹﾞ属の一種 草本（中性） +

ﾏﾒｻﾞｸﾗ 木本（中性） + + ﾀﾞｲｺﾝｿｳ 草本（湿性） +

ﾐﾔﾏｷｹﾏﾝ 草本（中性） + + ﾀﾆｷﾞｷｮｳ 草本（湿性） +

ﾔﾌﾞﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ 草本（中性） + + ﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ つる植物 +

+ 木本（中性） +

+ 草本（中性） +

+ 草本（湿性） +

+ 草本（中性） +

+ 草本（中性） + ﾉｷｼﾉﾌﾞ 草本（中性） +

+ 木本（乾性） + ﾉﾌﾞｷ 草本（中性） +

+ 木本（中性） + ﾊﾝｼｮｳﾂﾞﾙ つる植物 +

+ 木本（湿性） + ﾋｶｹﾞｲﾉｺｽﾞﾁ 草本（中性） +

ﾌｻｻﾞｸﾗ 木本（湿性） +

H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季） ﾌｼﾞ つる植物 + +

被度・群度 被度・群度 被度・群度 ﾍｸｿｶｽﾞﾗ つる植物 +

ﾌｻｻﾞｸﾗ 木本（湿性） 4・4 4・4 3・3 ﾏﾀﾀﾋﾞ つる植物 +

ﾐｽﾞｷ 木本（中性） +

H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季） ﾐﾂﾃﾞｶｴﾃﾞ 木本（中性） +

被度・群度 被度・群度 被度・群度 ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ 木本（中性） +

ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） 4・4 3・3 4・4 ﾔﾏﾉｲﾓ つる植物 +

ｱｵｷ 木本（中性） 1・1 1・1 + ﾖﾓｷﾞ 草本（中性） + +

ｵﾆｲﾀﾔ 木本（中性） + +・2 ﾖｺﾞﾚﾈｺﾉﾒ 草本（湿性） 1・1

ﾍｸｿｶｽﾞﾗ つる植物 + ﾐｽﾞ 草本（湿性） +・2

ﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ つる植物 +・2 ﾔﾌﾞﾀﾊﾞﾀ 草本（中性） +

ﾍｸｿｶｽﾞﾗ つる植物 + ﾓﾐｼﾞﾁｺﾞ 木本（乾性） +

ﾐﾔﾏｷｹﾏﾝ 草本（中性） +

ｱｼﾎﾞｿ 草本（湿性） +

ﾃｲｶｶｽﾞﾗ つる植物 +

ｳﾘｶｴﾃﾞ 木本（乾性） +

ｲﾈ科

の一種

ﾃﾝﾅﾝｼｮｳ属

の一種

ﾈｺﾉﾒｿｳ属

の一種
草本（湿生） +

+

草本（中性） + +

草本（中性） +

草本層 区分

草本（中性） + +
ｱｻﾞﾐ属

の一種

+

高木層 区分

ﾃﾝﾅﾝｼｮｳ属

の一種

低木層 区分

高木層 区分

低木層 区分

草本層 区分

草本（中性）
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湿性植物 種組成の変化（イカリガ沢 Q1）（R3～R6） 

 

R3（早春季） R6（早春季） R3（夏季） R6（夏季）

被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

ﾌｻｻﾞｸﾗ 木本（湿性） 3・2

R3（早春季） R6（早春季）

被度・群度 被度・群度 R3（夏季） R6（夏季）

ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） 4・3 被度・群度 被度・群度

ｱｵﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ つる植物 +・2

R3（夏季） R6（夏季）

R3（早春季） R6（早春季） 被度・群度 被度・群度

被度・群度 被度・群度 ﾌｻｻﾞｸﾗ 木本（湿性） +・2 +

ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） +・2 + ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 木本（湿性） +・2 +

ｲﾇﾜﾗﾋﾞ 草本（中性） + + ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） + +

ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 木本（湿性） + + ﾐﾔﾏﾊｺﾍﾞ 草本（湿性） + +

ﾐﾔﾏﾊｺﾍﾞ 草本（湿性） + + ﾉｷｼﾉﾌﾞ 草本（中性） + +

ﾔﾏﾈｺﾉﾒｿｳ 草本（湿性） + + ﾔﾏｸﾞﾜ 木本（中性） + +

ﾔﾏﾔﾌﾞｿﾃﾂ 草本（中性） + + ﾂﾕｸｻ 草本（中性） + +

ﾕﾘﾜｻﾋﾞ 草本（湿性） + + ｽｷﾞ 木本（湿性） + +

ｶｴﾃﾞ科の一種 木本（中性） + + ﾀﾞﾝﾄﾞﾎﾞﾛｷﾞｸ 草本（中性） + +

ｼﾛﾀﾞﾓ 木本（中性） + ｱｵｷ 木本（中性） +

ｼﾞｬﾉﾋｹﾞ 草本（中性） + ﾋﾖﾄﾞﾘｼﾞｮｳｺﾞ 草本（中性） +

ﾋﾖﾄﾞﾘｼﾞｮｳｺﾞ 草本（中性） + ﾐｽﾞﾋｷ 草本（中性） +

ﾐｽﾞﾋｷ 草本（中性） + ﾕﾘﾜｻﾋﾞ 草本（湿性） +

ﾑﾗｻｷｹﾏﾝ 草本（湿性） + ｶｴﾃﾞ科の一種 木本（湿性） +

ｱｵｷ 木本（中性） + ﾇﾘﾜﾗﾋﾞ 草本（中性） +

ｶﾊﾞﾉｷ科の一種 木本（中性） + ｾﾘ科の一種 草本（湿性） +

ｱﾏﾁｬﾂﾞﾙ つる植物 + ﾓﾐ 木本（中性） +

ｵｵﾊﾞﾉｲﾉﾓﾄｿｳ 草本（中性） 2･2 ｷﾌﾞｼ 木本（中性） +

ｹﾔｷ 木本（中性） +･2 ｲﾈ科の一種 草本（中性） +

ｸﾏﾜﾗﾋﾞ 草本（中性） + ﾏﾀﾀﾋﾞ つる植物 +

ﾔﾌﾞﾀﾊﾞｺ 草本（中性） + ﾌｼﾞ つる植物 +

ｲﾇｶﾞﾔ 木本（中性） + ﾔﾌﾞﾀﾋﾞﾗｺ 草本（中性） +

ﾋﾒﾁﾄﾞﾒ 草本（湿性） + ｵｵﾊﾞﾉｲﾉﾓﾄｿｳ 草本（中性） 2･2

ｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ 草本（中性） + ﾔﾏﾐｽﾞ 草本（湿性） 1･1

ﾉｷｼﾉﾌﾞ 草本（中性） + ｶﾀﾊﾞﾐ 草本（中性） +

ﾔﾏﾐｽﾞ 草本（湿性） + ｶﾗｽｻﾞﾝｼｮｳ 木本（乾性） +

ｸﾜｶﾞﾀｿｳ 草本（中性） + ﾏﾒﾂﾞﾀ 草本（中性） +

ﾔﾏﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ 草本（湿性） + ﾎﾞﾀﾝﾂﾞﾙ つる植物 +

ﾏﾂｶｾﾞｿｳ 草本（中性） + ﾃﾝﾅﾝｼｮｳ属の一種 草本（中性） +

ﾐﾔﾏﾀｺﾞﾎﾞｳ 草本（湿性） + ｱｶｼﾃﾞ 木本（中性） +

ﾐﾄﾞﾘﾊｺﾍﾞ 草本（中性） + ﾔﾏﾎﾞｳｼ 木本（中性） +

ｷﾗﾝｿｳ 草本（中性） + ｻﾙﾅｼ つる植物 +

ﾌｻｻﾞｸﾗ 木本（湿性） + ﾊﾙｼﾞｵﾝ 草本（中性） +

広葉木本 ― + ｲﾇｼﾃﾞ 木本（中性） +

ｼﾀﾞ植物 ― + ﾀﾆｷﾞｷｮｳ 草本（湿性） +

実生双葉 ― + ｲﾇﾜﾗﾋﾞ 草本（中性） +

ｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ 草本（中性） +

ｹﾔｷ 木本（中性） +

ﾋﾒﾁﾄﾞﾒ 草本（湿性） +

ﾏﾂｶｾﾞｿｳ 草本（中性） +

ﾐﾄﾞﾘﾊｺﾍﾞ 草本（中性） +

ﾔﾏﾔﾌﾞｿﾃﾂ 草本（中性） +

ﾈｺﾉﾒｿｳ属の一種 草本（湿生） +

広葉木本 ― +

高木層 区分

低木層 区分

草本層 区分

亜高木層 区分

低木層 区分

草本層 区分

湿性環境 種組成-2 

※■は R6 までに消失した種を示す。 

※■は R6 に新たに確認した種を示す。 



資-13 

湿性植物 種組成の変化（大河原 Q2）（H22～H29） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※■は H29 までに消失した種を示す。 

※■は H29 に新たに確認した種を示す。 

  

H22（早春季） H27（早春季） H29（早春季） H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季）

被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

ﾌｻｻﾞｸﾗ 木本（湿性） 4・4 4・4 3・3 ｳﾜﾊﾞﾐｿｳ 草本（湿性） 1・1 1・1 +

ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） 1・1 1・1 +

H22（早春季） H27（早春季） H29（早春季） ｸﾜｶﾞﾀｿｳ 草本（中性） +・2 +・2 +

被度・群度 被度・群度 被度・群度 ｱｹﾋﾞ つる植物 + +・2 +

ﾉｷｼﾉﾌﾞ 草本（中性） +・2 +・2 +・2 ｱｻﾞﾐ属の一種 草本（中性） + + +

ﾌｻｻﾞｸﾗ 木本（湿性） + 1・1 1・1 ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ 木本（湿性） + +

ｲﾇﾜﾗﾋﾞ 草本（中性） + + +

H22（早春季） H27（早春季） H29（早春季） ｳﾊﾞﾕﾘ 草本（中性） + +

被度・群度 被度・群度 被度・群度 ｴｲｻﾞﾝｽﾐﾚ 草本（中性） + +

ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） 2・2 2・2 2・2 ｷｸﾑｸﾞﾗ 草本（中性） + +

ﾀﾏｱｼﾞｻｲ 木本（湿性） 1・1 + + ｹﾔｷ 木本（中性） + + +

ﾋﾉｷ 木本（乾性） + + ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｼﾀﾞ 草本（湿性） + + +

ｵﾆｲﾀﾔ 木本（中性） 2・2 ｼﾗﾈｾﾝｷｭｳ 草本（湿性） + +

ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ 木本（湿性） + ｼﾛﾖﾒﾅ 草本（中性） + +

ｹﾔｷ 木本（中性） + ｽｲｶｽﾞﾗ つる植物 + + +

木本の一種 木本 2・2 ﾀﾞｲｺﾝｿｳ 草本（湿性） + + +

ﾀﾆｷﾞｷｮｳ 草本（湿性） + + +

H22（早春季） H27（早春季） H29（早春季） ﾀﾆﾀﾃﾞ 草本（湿性） + +

被度・群度 被度・群度 被度・群度 ﾂﾙｶﾉｺｿｳ 草本（中性） + +

ﾑｶｺﾞﾈｺﾉﾒ 草本（湿性） 1・2 1・2 2・2 ﾇﾘﾜﾗﾋﾞ 草本（中性） + + +

ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） 1・1 1・1 1・1 ﾉｷｼﾉﾌﾞ 草本（中性） + +

ｸﾜｶﾞﾀｿｳ 草本（中性） +・2 +・2 + ﾊｸﾓｳｲﾉﾃﾞ 草本（湿性） + + +

ﾖｺﾞﾚﾈｺﾉﾒ 草本（湿性） +・2 +・2 + ﾌｷ 草本（湿性） + +

ｳﾜﾊﾞﾐｿｳ 草本（湿性） +・2 + + ﾌｼﾞ つる植物 + + +

ﾐﾔﾏﾊｺﾍﾞ 草本（湿性） +・2 + +・2 ﾐｽﾞﾋｷ 草本（中性） + + +

ﾕﾘﾜｻﾋﾞ 草本（湿性） +・2 + +・2 ﾐﾔﾏﾀﾆｿﾊﾞ 草本（湿性） + + +

ｱｹﾋﾞ つる植物 + + + ﾓﾐｼﾞｲﾁｺﾞ 木本（乾性） + +

ｱｻﾞﾐ属の一種 草本（中性） + + + ﾓﾐｼﾞｶﾞｻ 草本（中性） + + +

ｼﾗﾈｾﾝｷｭｳ 草本（湿性） + + + ﾔﾌﾞﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ 草本（中性） + + +

ﾂﾙｶﾉｺｿｳ 草本（中性） + + + ﾔﾏﾔﾌﾞｿﾃﾂ 草本（中性） + + +

ﾐｽﾞﾋｷ 草本（中性） + + + ｱｵｲｽﾐﾚ 草本（中性） +

ﾓﾐｼﾞｲﾁｺﾞ 木本（乾性） + + + ｱｶｼｮｳﾏ 草本（中性） +

ﾔﾌﾞﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ 草本（中性） + + + ｲﾈ科の一種 草本（中性） +

ﾔﾏﾔﾌﾞｿﾃﾂ 草本（中性） + ｸﾏﾜﾗﾋﾞ 草本（中性） + +

ﾑｶｺﾞｲﾗｸｻ 草本（湿性） +・2 ｹﾞｼﾞｹﾞｼﾞｼﾀﾞ 草本（中性） +

ｱｶｼｮｳﾏ 草本（中性） + ｺﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ 草本（中性） +

ｲﾇﾜﾗﾋﾞ 草本（中性） + ｺﾎﾞﾀﾝﾂﾞﾙ つる植物 +

ｳﾊﾞﾕﾘ 草本（中性） + + ﾊﾅｲｶﾀﾞ 木本（湿性） +

ｴｲｻﾞﾝｽﾐﾚ 草本（中性） + ﾏﾀﾀﾋﾞ つる植物 + +

ｵﾆｲﾀﾔ 木本（中性） + ﾔﾏｸﾞﾜ 木本（中性） +

ｸﾏﾜﾗﾋﾞ 草本（中性） + ﾔﾏﾄｸﾞｻ 草本（中性） +・2

ｹﾔｷ 木本（中性） + ｱﾏﾁｬﾂﾞﾙ つる植物 + +

ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｼﾀﾞ 草本（湿性） + + ｲﾜｶﾞﾈｿｳ 草本（中性） +

ﾀﾞｲｺﾝｿｳ 草本（湿性） + + ｲﾜｼﾛｲﾉﾃﾞ 草本（中性） + +

ﾀﾆｷﾞｷｮｳ 草本（湿性） + ｳﾂｷﾞ 木本（中性） +

ﾇﾘﾜﾗﾋﾞ 草本（中性） + ｳﾘﾉｷ 木本（中性） + +

ﾍｸｿｶｽﾞﾗ つる植物 + ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ 木本（中性） +

ﾐﾂﾊﾞｱｹﾋﾞ つる植物 + ｵｸﾏﾜﾗﾋﾞ 草本（中性） +

ﾔﾏﾄｸﾞｻ 草本（中性） + +・2 ｵﾆｲﾀﾔ 木本（中性） +

ｵﾆﾄﾞｺﾛ つる植物 +

H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季） ｷﾖﾀｷｼﾀﾞ 草本（湿性） +

被度・群度 被度・群度 被度・群度 ｺｱｶｿ 木本（湿性） + +

ﾌｻｻﾞｸﾗ 木本（湿性） 4・4 4・4 4・4 ｻﾜﾊｺﾍﾞ 草本（湿性） +

ﾀﾏｱｼﾞｻｲ 木本（湿性） +

H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季） ﾂﾙﾆﾝｼﾞﾝ つる植物 +

被度・群度 被度・群度 被度・群度 ﾈｺﾉﾒｿｳ属の一種 草本（湿生） +

ﾌｻｻﾞｸﾗ 木本（湿性） + +・2 + ﾍｸｿｶｽﾞﾗ つる植物 + +

ﾌｼﾞ つる植物 + + + ﾎﾞﾀﾝﾂﾞﾙ つる植物 +

ﾉｷｼﾉﾌﾞ 草本（中性） +・2 ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ 木本（中性） +

ﾔﾌﾞﾂﾙｱｽﾞｷ つる植物 + +

H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季） ﾕﾘﾜｻﾋﾞ 草本（湿性） + +

被度・群度 被度・群度 被度・群度 ﾓﾐｼﾞｲﾁｺﾞ 木本（乾性） +

ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） 2・2 2・2 + ｴﾝｺｳｶｴﾃﾞ 木本（中性） +

ﾀﾏｱｼﾞｻｲ 木本（湿性） 1・1 1・1 ｶｷﾄﾞｵｼ 草本（中性） +

ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ 木本（湿性） + + ﾖｺﾞﾚﾈｺﾉﾒ 草本（湿性） +

ｵﾆｲﾀﾔ 木本（中性） + + ﾄｳｺﾞｸｻﾊﾞﾉｵ 草本（湿性） +

ｹﾔｷ 木本（中性） + + + ﾃﾝﾅﾝｼｮｳの一種 草本（中性） +

ﾋﾉｷ 木本（乾性） + + ｲﾇｶﾞﾔ 木本（中性） +

ｲﾇｻﾞﾝｼｮｳ 木本（中性） + ﾐｽﾞｷ 木本（中性） +

ｻﾝｼｮｳ 木本（湿性） + ﾐﾔﾏﾊｺﾍﾞ 草本（湿性） +

ﾉｷｼﾉﾌﾞ 草本（中性） + ｲﾇｼﾃﾞ 木本（中性） +

ﾏﾀﾀﾋﾞ つる植物 + + ﾄｷﾘﾏﾒ つる植物 +

ﾑｶｺﾞｲﾗｸｻ 草本（湿性） 2・2 2・2 2・2

低木層 区分

低木層 区分

草本層 区分

高木層 区分

亜高木層 区分

区分

区分

区分

高木層

亜高木層

低木層

湿性環境 種組成-3 
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湿性植物 種組成の変化（大河原 Q2）（R3～R6） 

 

R3（早春季） R6（早春季） R3（夏季） R6（夏季）

被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

ﾐﾂﾏﾀ 木本（中性） 1･1 ﾐﾂﾏﾀ 木本（中性） 1･1

R3（早春季） R6（早春季） R3（夏季） R6（夏季）

被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

ｵｵﾊﾞﾉｲﾉﾓﾄｿｳ 草本（中性） +・2 2･2 ｱｵﾐｽﾞ 草本（湿性） 1・1 +

ｳﾂｷﾞ 木本（中性） + + ｵｵﾊﾞﾉｲﾉﾓﾄｿｳ 草本（中性） +・2 2･2

ｳﾜﾊﾞﾐｿｳ 草本（湿性） + + ｲﾇﾜﾗﾋﾞ 草本（中性） + +

ｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ 草本（中性） + + ｳﾂｷﾞ 木本（中性） + +

ｸﾏｲﾁｺﾞ 木本（乾性） + + ｳﾜﾊﾞﾐｿｳ 草本（湿性） + +

ｻﾜﾗ 木本（中性） + + ｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ 草本（中性） + +

ｽｷﾞ 木本（湿性） + + ｵﾆﾄﾞｺﾛ つる植物 + +

ｽｹﾞ属の一種 草本（中性） + + ｷﾌﾞｼ 木本（中性） + +

ﾀﾆｷﾞｷｮｳ 草本（湿性） + + ｸﾜｶﾞﾀｿｳ 草本（中性） + +

ﾉｷｼﾉﾌﾞ 草本（中性） + + ｻﾜﾗ 木本（中性） + +

ﾌｻｻﾞｸﾗ 木本（湿性） + + ｽｷﾞ 木本（湿性） + +

ﾐﾔﾏﾊｺﾍﾞ 草本（湿性） + + ｽｹﾞ属の一種 草本（中性） + +

ﾑｶｺﾞﾈｺﾉﾒ 草本（湿性） + + ﾀﾏｱｼﾞｻｲ 木本（湿性） + +

ﾔﾌﾞﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ 草本（中性） + + ﾀﾞﾝﾄﾞﾎﾞﾛｷﾞｸ 草本（中性） + 2･2

ﾕﾘﾜｻﾋﾞ 草本（湿性） + + ﾄｳｺﾞｸｻﾊﾞﾉｵ 草本（湿性） + +

ﾖｺﾞﾚﾈｺﾉﾒ 草本（湿性） + + ﾉｻｻｹﾞ つる植物 + +

ｲﾇﾜﾗﾋﾞ 草本（中性） + ﾌｻｻﾞｸﾗ 木本（湿性） + +

ｲﾗｸｻ科の一種 草本（中性） + ﾏﾂｶｾﾞｿｳ 草本（中性） + 2･2

ｵﾄｷﾞﾘｿｳ 草本（湿性） + ﾐｽﾞｷ 木本（中性） + +

ｷﾂﾈﾉﾎﾞﾀﾝ 草本（湿性） + ﾐﾔﾏﾊｺﾍﾞ 草本（湿性） + +

ｸﾏﾜﾗﾋﾞ 草本（中性） + ﾔﾏｸﾞﾜ 木本（中性） + +

ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） + ﾖｺﾞﾚﾈｺﾉﾒ 草本（湿性） + +

ｺﾅｽﾋﾞ 草本（中性） + ｵｵｱﾚﾁﾉｷﾞｸ 草本（中性） +

ｻｸﾗ属の一種 木本（中性） + ｵﾄｷﾞﾘｿｳ 草本（湿性） +

ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｼﾀﾞ 草本（湿性） + ｷﾂﾈﾉﾎﾞﾀﾝ 草本（湿性） +

ﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ 草本（中性） + ｸﾜｸｻ 草本（中性） +

ﾀﾆﾀﾃﾞ 草本（湿性） + ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） +

ﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ 草本（湿性） + ｺﾌﾞﾅｸﾞｻ 草本（湿性） +

ﾀﾏｱｼﾞｻｲ 木本（湿性） + ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ 草本（中性） +

ﾊｸﾓｳｲﾉﾃﾞ 草本（湿性） + ﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ 草本（中性） +

ﾊﾊｺｸﾞｻ 草本（中性） + ﾀﾆｷﾞｷｮｳ 草本（湿性） +

ﾐﾂﾏﾀ 木本（中性） + ﾀﾆﾀﾃﾞ 草本（湿性） +

ﾐﾐﾅｸﾞｻ 草本（中性） + ﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ 草本（湿性） +

ﾓﾐｼﾞｲﾁｺﾞ 木本（乾性） + ﾅｷﾞﾅﾀｺｳｼﾞｭ 草本（中性） +

ﾔﾏﾔﾌﾞｿﾃﾂ 草本（中性） + ﾆﾜﾄｺ 木本（中性） +

ﾏﾂｶｾﾞｿｳ 草本（中性） +･2 ﾇﾙﾃﾞ 木本（中性） +

ﾄｳｺﾞｸｻﾊﾞﾉｵ 草本（湿性） + ﾈﾑﾉｷ 木本（中性） +

ｶｴﾃﾞ科の一種 木本（中性） + ﾉｷｼﾉﾌﾞ 草本（中性） +

ﾔﾏﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ 草本（湿性） + ﾊｸﾓｳｲﾉﾃﾞ 草本（湿性） +

ｷﾌﾞｼ 木本（中性） + ﾊﾊｺｸﾞｻ 草本（中性） +

ﾐﾔﾏﾀｺﾞﾎﾞｳ 草本（湿性） + ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ 草本（中性） +

ｹﾔｷ 木本（中性） + ﾋﾒﾜﾗﾋﾞ 草本（中性） +

ﾋﾉｷ 木本（乾性） + ﾌｼﾞ つる植物 +

ﾔﾌﾞﾀﾊﾞｺ 草本（中性） + ﾎﾞﾀﾝﾂﾞﾙ つる植物 +

ﾏﾕﾐ 木本（中性） + ﾐﾂﾏﾀ 木本（中性） +

ｸﾜｶﾞﾀｿｳ 草本（中性） + ﾐﾔﾏｷｹﾏﾝ 草本（中性） +

ｻﾜｷﾞｸ 草本（湿性） + ﾓﾐｼﾞｶﾞｻ 草本（中性） +

ｼﾀﾞ植物 ― + ﾔﾌﾞﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ 草本（中性） +

ﾕﾘﾜｻﾋﾞ 草本（湿性） +

ｲﾇｻﾞﾝｼｮｳ 木本（中性） +

ｲﾗｸｻ科の一種 草本（湿性） +

ｲﾜﾋﾒﾜﾗﾋﾞ 草本（中性） +

ﾔﾏﾐｽﾞ 草本（湿性） +

ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｼﾀﾞ 草本（湿性） +

ｻﾝｼｮｳ 木本（湿性） +

ﾔﾏﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ 草本（湿性） +

ﾐﾔﾏﾀｺﾞﾎﾞｳ 草本（湿性） +

ｹﾔｷ 木本（中性） +

ｸｽﾞ つる植物 +

ﾐｿﾞﾎｵｽﾞｷ 草本（湿性） +

ｴﾋﾞｶﾞﾗｲﾁｺﾞ 木本（乾性） +

ｳﾘﾉｷ 木本（中性） +

ｺﾅｽﾋﾞ 草本（中性） +

ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ 木本（湿性） +

ﾉﾌﾞﾄﾞｳ つる植物 +

ｶﾀﾊﾞﾐ 草本（中性） +

ﾘｮｳﾒﾝｼﾀﾞ 草本（湿性） +

ﾔﾌﾞｿﾃﾂ 草本（中性） +

ﾏﾀﾀﾋﾞ つる植物 +

ｼﾀﾞ植物 ― +

低木層 区分

草本層 区分 草本層 区分

低木層 区分

湿性環境 種組成-4 

※■は R6 までに消失した種を示す。 

※■は R6 に新たに確認した種を示す。 
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湿性植物 種組成の変化（bt1）（H22～H29） 

 
※■は H29 までに消失した種を示す。 

※■は H29 に新たに確認した種を示す。 

 

湿性植物 種組成の変化（bt2）（H22～H29） 

 

※■は H29 までに消失した種を示す。 

※■は H29 に新たに確認した種を示す。 

H22（春季） H27（春季） H29（春季） H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季）
被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

H22（春季） H27（春季） H29（春季） H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季）
被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

H22（春季） H27（春季） H29（春季） H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季）
被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） 3・3 3・3 3・3 ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） 3・3 3・3 4・4

H22（春季） H27（春季） H29（春季） H22（夏季） H27（夏季） H27（夏季）
被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

ﾔﾏﾈｺﾉﾒｿｳ 草本（湿性） 1・1 + + ﾐｽﾞﾋｷ 草本（中性） + +・2 1・1
ﾂﾙｶﾉｺｿｳ 草本（中性） + 1・1 + ﾔﾏﾔﾌﾞｿﾃﾂ 草本（中性） + +・2 +・2
ｻﾜﾊｺﾍﾞ 草本（湿性） + +・2 ﾆﾜﾄｺ 木本（中性） + + +・2
ｼﾞｬﾉﾋｹﾞ 草本（中性） + + ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） + + +
ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） + + 3・3 ｼﾞｬﾉﾋｹﾞ 草本（中性） + + +
ﾖｺﾞﾚﾈｺﾉﾒ 草本（湿性） + + ﾂﾙｶﾉｺｿｳ 草本（中性） + + +
ﾕﾘﾜｻﾋﾞ 草本（湿性） + + ｱﾏﾁｬﾂﾞﾙ つる植物 + +
ﾔﾏﾔﾌﾞｿﾃﾂ 草本（中性） 1・1 + ﾀﾆｷﾞｷｮｳ 草本（湿性） +
ﾔﾏｲﾇﾜﾗﾋﾞ 草本（中性） + ﾔﾏﾐｽﾞ 草本（湿性） 2・2 +
ﾐｽﾞﾋｷ 草本（中性） + + ｸﾜｶﾞﾀｿｳ 草本（中性） 1・1
ﾆﾜﾄｺ 木本（中性） + + ｱｵｷ 木本（中性） + +
ﾀﾆｷﾞｷｮｳ 草本（湿性） + 1・1 ｹﾔｷ 木本（中性） +
ｼﾞﾛﾎﾞｳｴﾝｺﾞｻｸ 草本（中性） + ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ 木本（湿性） +
ｹﾔｷ 木本（中性） + ｲﾇﾜﾗﾋﾞ 草本（中性） +
ｱﾏﾁｬﾂﾞﾙ つる植物 + ｲﾜｶﾞﾈｾﾞﾝﾏｲ 草本（中性） + +
ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ 木本（湿性） + + ｵｵﾊﾞﾉｲﾉﾓﾄｿｳ 草本（中性） +
ﾐﾔﾏﾊｺﾍﾞ 草本（湿性） +･2 ｹｼ科の一種 草本（中性） +
ｱｵｷ 木本（中性） + ﾊﾅﾀﾃﾞ 草本（中性） +
ｽｹﾞ属の一種 草本（中性） + ﾋｶｹﾞｲﾉｺｽﾞﾁ 草本（中性） +

ﾈｺﾉﾒｿｳ属の一種 草本（湿生） + +
ｻﾜﾊｺﾍﾞ 草本（湿性） + +
ｹﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ 草本（中性） +
ﾐﾔﾏﾊｺﾍﾞ 草本（湿生） +
ﾐﾔﾏｷｹﾏﾝ 草本（中性） +
ﾖｺﾞﾚﾈｺﾉﾒ 草本（湿生） +

草本層 区分

高木層 区分

亜高木層 区分

低木層 区分

草本層 区分

高木層 区分

亜高木層 区分

低木層 区分

H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季） H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季）
被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季） H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季）
被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） 3・3 3・3 4・4
H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季） ｱｵｷ 木本（中性） 1・1 1・1
被度・群度 被度・群度 被度・群度

ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） 3・3 3・3 3・3 H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季）
ｱｵｷ 木本（中性） 1・1 被度・群度 被度・群度 被度・群度

ｱｵｷ 木本（中性） 1・2 1・2 +
H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季） ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ 木本（湿性） + +・2 +
被度・群度 被度・群度 被度・群度 ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） + +・2 1・1

ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） 1・2 1・2 1･1 ｵﾆｲﾀﾔ 木本（中性） + +
ﾔﾏﾈｺﾉﾒｿｳ 草本（湿性） 1・1 1・1 +･2 ｻﾜﾊｺﾍﾞ 草本（湿性） + +
ｻﾜﾊｺﾍﾞ 草本（湿性） +・2 +・2 ｱｹﾋﾞ つる植物 +・2 +
ﾑｶｺﾞﾈｺﾉﾒ 草本（湿性） +・2 +・2 1・1 ｸﾜｶﾞﾀｿｳ 草本（中性） +
ﾀﾞｲｺﾝｿｳ 草本（湿性） + + ｱﾏﾁｬﾂﾞﾙ つる植物 + +
ﾂﾙｶﾉｺｿｳ 草本（中性） + + 1・1 ｼﾞｬﾉﾋｹﾞ 草本（中性） +・2 +
ﾔﾏﾔﾌﾞｿﾃﾂ 草本（中性） 1・1 ﾀﾞｲｺﾝｿｳ 草本（湿性） +・2 +
ﾀﾆｷﾞｷｮｳ 草本（湿性） +・2 1・1 ﾊﾅﾀﾃﾞ 草本（中性） +・2 +・2
ｱｵｷ 木本（中性） + + ﾔﾏﾔﾌﾞｿﾃﾂ 草本（中性） +・2 +
ｵﾆｲﾀﾔ 木本（中性） + ﾀﾃﾞ科の一種 草本（中性） +
ｼﾞｬﾉﾋｹﾞ 草本（中性） + ﾀﾆｷﾞｷｮｳ 草本（湿性） +
ｼﾞﾛﾎﾞｳｴﾝｺﾞｻｸ 草本（中性） + ﾂﾙｶﾉｺｿｳ 草本（中性） + +・2
ﾐｽﾞﾋｷ 草本（中性） + ﾃｲｶｶｽﾞﾗ つる植物 +
ﾔﾏｲﾇﾜﾗﾋﾞ 草本（中性） + ﾈｺﾉﾒｿｳ属の一種 草本（湿生） +
ｱｹﾋﾞ つる植物 + ﾐｽﾞﾋｷ 草本（中性） + +
ｱﾏﾁｬﾂﾞﾙ つる植物 + ﾐﾂﾊﾞｱｹﾋﾞ つる植物 +
ﾖｺﾞﾚﾈｺﾉﾒ 草本（湿性） + ﾔﾏｲﾇﾜﾗﾋﾞ 草本（中性） +
ﾐﾔﾏﾊｺﾍﾞ 草本（湿性） + ﾔﾏｸﾞﾜ 木本（中性） + +
ｼﾗｶｼ 木本（中性） + ﾔﾏﾐｽﾞ 草本（湿性） + +

ｲﾜｶﾞﾈｾﾞﾝﾏｲ 草本（中性） +
ｲﾇﾜﾗﾋﾞ 草本（中性） +
ﾕﾘﾜｻﾋﾞ 草本（湿性） +
ﾐﾔﾏﾊｺﾍﾞ 草本（湿性） +
ｹﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ 草本（中性） +

草本層 区分

亜高木層 区分

低木層 区分

草本層 区分

高木層 区分

亜高木層 区分

低木層 区分

湿性環境 種組成-5 
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湿性植物 種組成の変化（bt3）（H22～H29） 

 

※■は H29 までに消失した種を示す。 

※■は H29 に新たに確認した種を示す。 

 

湿性植物 種組成の変化（bt4）（H22～H29） 

 

※■は H29 までに消失した種を示す。 

※■は H29 に新たに確認した種を示す。 

  

H22（春季） H27（春季） H29（春季） H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季）
被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

H22（春季） H27（春季） H29（春季） H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季）
被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） 3・3 3・3 3・3 ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） 3・3 3・3 3･3
ｱｵｷ 木本（中性） 2・2 1・1 ｱｵｷ 木本（中性） 2・2 1・1
ﾌｻｻﾞｸﾗ 木本（湿性） 1・1 2・2 1・1 ﾌｻｻﾞｸﾗ 木本（湿性） 1・1 1・1 3･3

H22（春季） H27（春季） H29（春季） H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季）
被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

ﾀﾆｷﾞｷｮｳ 草本（湿性） 2・2 1・1 + ｱｵｷ 木本（中性） + +・2 +
ﾑｶｺﾞﾈｺﾉﾒ 草本（湿性） + 1・1 1・1 ｱｹﾋﾞ つる植物 + + +
ﾔﾏﾈｺﾉﾒｿｳ 草本（湿性） + 1・1 + ﾂﾙｶﾉｺｿｳ 草本（中性） + + +
ﾂﾙｶﾉｺｿｳ 草本（中性） + + 1・1 ﾔﾏﾔﾌﾞｿﾃﾂ 草本（中性） + + +
ｱｵｷ 木本（中性） + + ｼﾞｬﾉﾋｹﾞ 草本（中性） + +
ｱｹﾋﾞ つる植物 + ﾀﾆｷﾞｷｮｳ 草本（湿性） +
ｵﾆｲﾀﾔ 木本（中性） + ﾐﾂﾊﾞｱｹﾋﾞ つる植物 +
ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） + ﾐﾂﾊﾞｳﾂｷﾞ 木本（湿性） +
ｼﾞﾛﾎﾞｳｴﾝｺﾞｻｸ 草本（中性） + ｵﾆｲﾀﾔ 木本（中性） +
ﾔﾏﾔﾌﾞｿﾃﾂ 草本（中性） + ｹﾔｷ 木本（中性） +
ﾖｺﾞﾚﾈｺﾉﾒ 草本（湿性） + ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） + 1･1
ﾐﾔﾏｷｹﾏﾝ 草本（中性） + ﾈｺﾉﾒｿｳ属の一種 草本（湿生） +

ﾊﾅﾀﾃﾞ 草本（中性） + +
ﾐｽﾞﾋｷ 草本（中性） + +
ﾔﾏﾐｽﾞ 草本（湿性） + +
ｸﾜｶﾞﾀｿｳ 草本（中性） +
ﾐﾔﾏﾊｺﾍﾞ 草本（湿性） +
ｱﾏﾁｬﾂﾞﾙ つる植物 +
ﾃｲｶｶｽﾞﾗ 木本（中性） +
ﾔﾏｸﾞﾜ 木本（中性） +

亜高木層 区分

低木層 区分

草本層 区分

亜高木層 区分

低木層 区分

草本層 区分

H22（春季） H27（春季） H29（春季） H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季）
被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

H22（春季） H27（春季） H29（春季） H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季）
被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） 3・3 2・2 3･3 ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） 3・3 2・2 4･4
ｱｵｷ 木本（中性） 2・2 1・1 1・1 ｱｵｷ 木本（中性） 2・2 1・1

ﾌｻｻﾞｸﾗ 木本（湿性） +
H22（春季） H27（春季） H29（春季）
被度・群度 被度・群度 被度・群度 H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季）

ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） 1・1 1・1 1･1 被度・群度 被度・群度 被度・群度
ｻﾜﾊｺﾍﾞ 草本（湿性） + + ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） 1・1 +
ﾔﾏﾈｺﾉﾒｿｳ 草本（湿性） + + + ｱｵｷ 木本（中性） 1・1 +
ﾀﾆｷﾞｷｮｳ 草本（湿性） 1・1 1・1 ｺﾞﾖｳｱｹﾋﾞ つる植物 +
ｱｵｷ 木本（中性） + + ﾐｽﾞﾋｷ 草本（中性） + +
ｼﾞﾛﾎﾞｳｴﾝｺﾞｻｸ 草本（中性） + ﾔﾏﾐｽﾞ 草本（湿性） + +
ﾑｶｺﾞﾈｺﾉﾒ 草本（湿性） 1・1 ﾂﾙｶﾉｺｿｳ 草本（中性） +
ｱｹﾋﾞ つる植物 + ｹﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ 草本（中性） +
ﾐﾔﾏｷｹﾏﾝ 草本（中性） + ﾔﾏﾔﾌﾞｿﾃﾂ 草本（中性） +
ｼﾗｶｼ 木本（中性） + ﾐﾔﾏﾊｺﾍﾞ 草本（湿性） +

亜高木層 区分

低木層 区分

草本層 区分

亜高木層 区分

低木層 区分

草本層 区分

湿性環境 種組成-6 



資-17 

湿性植物 種組成の変化（bt5）（H22～H29）

 

※■は H29 までに消失した種を示す。 

※■は H29 に新たに確認した種を示す。 

湿性植物 種組成の変化（bt6）（H22～H29） 

 
※■は H29 までに消失した種を示す。 

※■は H29 に新たに確認した種を示す。 

H22（春季） H27（春季） H29（春季） H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季）
被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

H22（春季） H27（春季） H29（春季） H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季）
被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） 4・4 4・4 3・3 ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） 4・4 4・4 3・3
ｱｵｷ 木本（中性） 1・1 1・1 1・1 ｱｵｷ 木本（中性） 1・1 1・1
ﾉｷｼﾉﾌﾞ 草本（中性） + + ﾉｷｼﾉﾌﾞ 草本（中性） + +
ﾌｻｻﾞｸﾗ 木本（湿性） + ﾌｻｻﾞｸﾗ 木本（湿性） + +

H22（春季） H27（春季） H29（春季） H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季）
被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） 1・1 2・2 1・1 ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） 1・1 1・1 1･1
ｸｻｲﾁｺﾞ 木本（中性） + + ｵﾆｲﾀﾔ 木本（中性） + +
ﾀﾆｷﾞｷｮｳ 草本（湿性） + + 1・1 ｸｻｲﾁｺﾞ 木本（中性） + +
ﾐﾔﾏﾊｺﾍﾞ 草本（湿性） + + ｱｹﾋﾞ つる植物 +
ﾑｶｺﾞﾈｺﾉﾒ 草本（湿性） + + 1・1 ｵﾆﾄﾞｺﾛ つる植物 +
ﾔﾏﾈｺﾉﾒｿｳ 草本（湿性） + + + ﾀﾆｷﾞｷｮｳ 草本（湿性） +
ﾕﾘﾜｻﾋﾞ 草本（湿性） + + ﾔﾏﾐｽﾞ 草本（湿性） +・2 +
ｱｹﾋﾞ つる植物 + + ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 木本（湿性） +
ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 木本（湿性） + ｸﾜｶﾞﾀｿｳ 草本（中性） +
ｵﾆｲﾀﾔ 木本（中性） + ｹｼ科の一種 草本（中性） +
ｹﾔｷ 木本（中性） + ｹﾔｷ 木本（中性） + +
ｼﾞﾛﾎﾞｳｴﾝｺﾞｻｸ 草本（中性） + ｻﾜﾊｺﾍﾞ 草本（湿性） +
ﾑｶｺﾞｲﾗｸｻ 草本（湿性） + ﾀﾞｲｺﾝｿｳ 草本（湿性） + +
ｸﾜｶﾞﾀｿｳ 草本（中性） + ﾂﾙｶﾉｺｿｳ 草本（中性） +
ｱｵｷ 木本（中性） + ﾈｺﾉﾒｿｳ属の一種 草本（湿生） +
ﾂﾙｶﾉｺｿｳ 草本（中性） + ﾐｽﾞﾋｷ 草本（中性） + +

ﾐﾂﾊﾞｳﾂｷﾞ 木本（湿性） +
ﾑｶｺﾞｲﾗｸｻ 草本（湿性） + +
ﾕﾘﾜｻﾋﾞ 草本（湿性） +
ｳﾜﾊﾞﾐｿｳ 草本（湿性） +
ｱｵｷ 木本（中性） +
ﾉﾌﾞｷ 草本（中性） +
ﾂﾙｶﾉｺｿｳ 草本（中性） +
ﾖｺﾞﾚﾈｺﾉﾒ 草本（湿生） +
ﾐﾔﾏﾊｺﾍﾞ 草本（湿生） +
ﾐﾂﾊﾞｱｹﾋﾞ つる植物 +
ﾌｻｻﾞｸﾗ 木本（湿性） +

亜高木層 区分

低木層 区分

草本層 区分

亜高木層 区分

低木層 区分

草本層 区分

H22（春季） H27（春季） H29（春季） H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季）
被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

H22（春季） H27（春季） H29（春季） H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季）
被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） 1・1 ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） 1・1 2・2
ｱｵｷ 木本（中性） + ｱｵｷ 木本（中性） + +

H22（春季） H27（春季） H29（春季） H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季）
被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

ﾖｺﾞﾚﾈｺﾉﾒ 草本（湿性） 1・2 1・1 ﾑｶｺﾞｲﾗｸｻ 草本（湿性） 3・3 +・2 2･2
ｳﾜﾊﾞﾐｿｳ 草本（湿性） +・2 +・2 ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） 2・2 + +
ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） + 1・1 1・1 ｳﾜﾊﾞﾐｿｳ 草本（湿性） 1・1 1・1 +
ｻﾜﾊｺﾍﾞ 草本（湿性） + +・2 ﾀﾞｲｺﾝｿｳ 草本（湿性） +・2 +・2 +
ﾑｶｺﾞﾈｺﾉﾒ 草本（湿性） + +・2 1・1 ｵﾆｲﾀﾔ 木本（中性） + +
ｲﾉﾃﾞ 草本（中性） + + + ｵﾆﾄﾞｺﾛ つる植物 + +
ｸｻｲﾁｺﾞ 木本（中性） + + ｸｻｲﾁｺﾞ 木本（中性） + +
ﾕﾘﾜｻﾋﾞ 草本（湿性） + + + ｸﾜｶﾞﾀｿｳ 草本（中性） + +
ｱｵｷ 木本（中性） + + ｱｵｷ 木本（中性） +
ｱｻﾞﾐ属の一種 草本（中性） + ｱｻﾞﾐ属の一種 草本（中性） +
ｼﾗﾈｾﾝｷｭｳ 草本（湿性） + ｲﾈ科の一種 草本（中性） +
ﾑｶｺﾞｲﾗｸｻ 草本（湿性） 1・1 ｷﾂﾈﾉﾎﾞﾀﾝ 草本（湿性） +
ﾐｽﾞﾋｷ 草本（中性） +・2 + ｹﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ 草本（中性） + 1･1
ｱｹﾋﾞ つる植物 + ｺﾎﾞﾀﾝﾂﾞﾙ つる植物 +
ｵﾆｲﾀﾔ 木本（中性） + ﾐﾂﾊﾞ 草本（湿性） +
ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ科の一種 草本（中性） + ｺﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ 草本（中性） 2・2
ｹﾔｷ 木本（中性） + ﾈｺﾉﾒｿｳ属の一種 草本（湿生） +・2
ｺﾊｺﾍﾞ 草本（中性） + ﾐｽﾞﾋｷ 草本（中性） +・2 +
ｼﾞﾛﾎﾞｳｴﾝｺﾞｻｸ 草本（中性） + ｲﾉﾃﾞ 草本（中性） + +
ﾀﾞｲｺﾝｿｳ 草本（湿性） + ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 木本（湿性） +
ﾂﾙｶﾉｺｿｳ 草本（中性） + ｺﾞﾖｳｱｹﾋﾞ つる植物 +
ﾉﾌﾞｷ 草本（中性） + ｽｹﾞ属の一種 草本（中性） +
ﾐﾂﾊﾞｳﾂｷﾞ 木本（湿性） + + ﾄｳｺﾞｸｻﾊﾞﾉｵ 草本（湿性） +
ﾔﾏﾈｺﾉﾒｿｳ 草本（湿性） + + ﾉｷｼﾉﾌﾞ 草本（中性） +
ｸﾜｶﾞﾀｿｳ 草本（中性） + ﾉﾌﾞｷ 草本（中性） +

ﾋｶｹﾞｲﾉｺｽﾞﾁ 草本（中性） +
ﾖｺﾞﾚﾈｺﾉﾒ 草本（湿性） +･2
ｱｹﾋﾞ つる植物 +
ｹﾔｷ 木本（中性） +
ﾐﾂﾊﾞｳﾂｷﾞ 木本（湿性） +
ﾂﾙﾆﾝｼﾞﾝ つる植物 +
ｸﾜｶﾞﾀｿｳ 草本（中性） +
ﾔﾏﾐｽﾞ 草本（湿性） +
ﾐﾔﾏﾊｺﾍﾞ 草本（湿性） +
ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ 木本（湿性） +
ﾐﾂﾊﾞｱｹﾋﾞ つる植物 +
ｸｻｲﾁｺﾞ 草本（中性） +

亜高木層 区分

低木層 区分

草本層 区分

亜高木層 区分

低木層 区分

草本層 区分

湿性環境 種組成-7 



資-18 

湿性植物 種組成の変化（bt7）（H22～H29）

 

※■は H29 までに消失した種を示す。 

※■は H29 に新たに確認した種を示す。 

 

湿性植物 種組成の変化（bt8）（H22～H29） 

 

※■は H29 までに消失した種を示す。 

※■は H29 に新たに確認した種を示す。 

 

 

  

H22（春季） H27（春季） H29（春季） H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季）
被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

H22（春季） H27（春季） H29（春季） H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季）
被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

H22（春季） H27（春季） H29（春季） H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季）
被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

ﾐｽﾞﾋｷ 草本（中性） + +・2 + ﾑｶｺﾞｲﾗｸｻ 草本（湿性） 1・2 + 1･1
ﾔﾏﾈｺﾉﾒｿｳ 草本（湿性） + +・2 1・1 ｸﾜｶﾞﾀｿｳ 草本（中性） +・2 +・2 +
ﾂﾙｶﾉｺｿｳ 草本（中性） + + + ﾐｽﾞﾋｷ 草本（中性） + +・2 +
ｸﾜｶﾞﾀｿｳ 草本（中性） +・2 + ｵｵﾊﾞﾉｲﾉﾓﾄｿｳ 草本（中性） + +
ﾖｺﾞﾚﾈｺﾉﾒ 草本（湿性） +・2 ｺﾎﾞﾀﾝﾂﾞﾙ つる植物 1・2
ｲﾈ科の一種 草本（中性） + ｳﾜﾊﾞﾐｿｳ 草本（湿性） +・2
ｳﾜﾊﾞﾐｿｳ 草本（湿性） + ｸﾏﾜﾗﾋﾞ 草本（中性） +
ｵｵﾊﾞﾉｲﾉﾓﾄｿｳ 草本（中性） + + ｺｱｼﾞｻｲ 木本（中性） +
ｸｻｲﾁｺﾞ 木本（中性） + ﾀﾆｷﾞｷｮｳ 草本（湿性） +
ｸﾏﾜﾗﾋﾞ 草本（中性） + ﾂﾙｶﾉｺｿｳ 草本（中性） +
ｺﾎﾞﾀﾝﾂﾞﾙ つる植物 + ﾔﾌﾞﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ 草本（中性） +
ｻﾜﾊｺﾍﾞ 草本（湿性） + ｹﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ 草本（中性） 3・3 1･1
ﾔﾌﾞﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ 草本（中性） + ｹﾔｷ 木本（中性） +・2 +
ｹﾔｷ 木本（中性） 1・1 ｻﾜﾊｺﾍﾞ 草本（湿性） +・2
ｱｶｼﾃﾞ 木本（中性） + ﾈｺﾉﾒｿｳ属の一種 草本（湿性） +・2
ｱｶｼｮｳﾏ 草本（中性） + ﾔﾏﾐｽﾞ 草本（湿性） +・2 +･2
ｵﾆｲﾀﾔ 木本（中性） + ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 木本（乾性） +
ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） + + ｲﾇｼﾃﾞ 木本（中性） + +
ｽｷﾞ 木本（湿性） + ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 木本（湿性） +
ﾀﾏｱｼﾞｻｲ 木本（湿性） + ｳﾘﾉｷ 木本（中性） +
ﾏﾂｶｾﾞｿｳ 草本（中性） + ｴﾝｺｳｶｴﾃﾞ 木本（中性） +
ﾐｽﾞｷ 木本（中性） + ｷﾂﾈﾉﾎﾞﾀﾝ 草本（湿性） + +
ﾑｶｺﾞｲﾗｸｻ 草本（湿性） + ｺｱｶｿ 木本（湿性） +
ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ 木本（中性） + ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） + +
ｱｵｷ 木本（中性） + ｻﾙﾅｼ つる植物 +
ﾀﾞｲｺﾝｿｳ 草本（湿性） + ｽｷﾞ 木本（湿性） +
ﾕﾘﾜｻﾋﾞ 草本（湿性） + ﾊﾅﾀﾃﾞ 草本（中性） + +

ﾌｷ 草本（湿性） +
ﾌｻｻﾞｸﾗ 木本（湿性） +
ﾌｼﾞ つる植物 +
ﾐｽﾞｷ 木本（中性） +
ﾐﾂﾃﾞｶｴﾃﾞ 木本（中性） +
ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ 木本（中性） +
ｺﾅﾗ 木本（乾性） +
ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 木本（湿性） +
ﾖｺﾞﾚﾈｺﾉﾒ 草本（湿性） +
ﾏﾂｶｾﾞｿｳ 草本（中性） +
ﾐﾔﾏﾊｺﾍﾞ 草本（湿性） +
ﾀﾞｲｺﾝｿｳ 草本（湿性） +

亜高木層 区分

低木層 区分

草本層 区分

亜高木層 区分

低木層 区分

草本層 区分

H22（春季） H27（春季） H29（春季） H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季）
被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

H22（春季） H27（春季） H29（春季） H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季）
被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

H22（春季） H27（春季） H29（春季） H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季）
被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

ｳﾜﾊﾞﾐｿｳ 草本（湿性） + ｳﾜﾊﾞﾐｿｳ 草本（湿性） +
ﾑｶｺﾞﾈｺﾉﾒ 草本（湿性） + ｸﾜｶﾞﾀｿｳ 草本（中性） +
ﾖｺﾞﾚﾈｺﾉﾒ 草本（湿性） + ﾐｽﾞﾋｷ 草本（中性） + +
ｺｱｶｿ 木本（湿性） + ﾐﾂﾊﾞ 草本（湿性） +

ﾑｶｺﾞｲﾗｸｻ 草本（湿性） + +
ﾔﾏﾐｽﾞ 草本（湿性） +
ｹﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ 草本（中性） +
ﾖｺﾞﾚﾈｺﾉﾒ 草本（湿性） +
ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） +
ｱｵﾐｽﾞ 草本（湿性） +

亜高木層 区分

低木層 区分

草本層 区分

亜高木層 区分

低木層 区分

草本層 区分

湿性環境 種組成-8 
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湿性植物 種組成の変化（bt9）（H22～H29） 

 
※■は H29 までに消失した種を示す。 

※■は H29 に新たに確認した種を示す。 

 

湿性植物 種組成の変化（bt10）（H22～H29）

 
※■は H29 までに消失した種を示す。 

※■は H29 に新たに確認した種を示す。 

H22（春季） H27（春季） H29（春季） H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季）
被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

H22（春季） H27（春季） H29（春季） H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季）
被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

ｺｱｶｿ 木本（湿性） 2・2 +・2 2・2 ｺｱｶｿ 木本（湿性） 2・2 2・2 2･2
ｱｵｷ 木本（中性） + + 1・1 ｱｵｷ 木本（中性） + +・2 +
ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） + ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） +
ﾀﾏｱｼﾞｻｲ 木本（湿性） + 1・1 ﾀﾏｱｼﾞｻｲ 木本（湿性） + +

H22（春季） H27（春季） H29（春季） H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季）
被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

ﾖｺﾞﾚﾈｺﾉﾒ 草本（湿性） 1・2 + +・2 ﾑｶｺﾞｲﾗｸｻ 草本（湿性） 2・2 +・2 +
ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） + + + ｻﾜﾊｺﾍﾞ 草本（湿性） +・2 +・2
ﾐﾔﾏﾊｺﾍﾞ 草本（湿性） +・2 ﾐｽﾞﾋｷ 草本（中性） + 1・1 +
ﾑｶｺﾞﾈｺﾉﾒ 草本（湿性） +・2 + ｱｵｷ 木本（中性） + +
ｱｵｷ 木本（中性） + + ｲﾜｶﾞﾈｾﾞﾝﾏｲ 草本（中性） + +
ｲﾜｶﾞﾈｾﾞﾝﾏｲ 草本（中性） + ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） + + +
ｳﾜﾊﾞﾐｿｳ 草本（湿性） + ﾀﾆｷﾞｷｮｳ 草本（湿性） + + +
ｷﾂﾞﾀ つる植物 + ｱｶｼｮｳﾏ 草本（中性） +
ｼﾗﾈｾﾝｷｭｳ 草本（湿性） + ｳﾏﾉﾐﾂﾊﾞ 草本（湿性） +
ﾐﾂﾊﾞ 草本（湿性） + ｳﾜﾊﾞﾐｿｳ 草本（湿性） +
ｵﾆｲﾀﾔ 木本（中性） + ｷﾂﾞﾀ つる植物 +
ﾀﾏｱｼﾞｻｲ 木本（湿性） + ｷﾂﾈﾉﾎﾞﾀﾝ 草本（湿性） +
ﾐｽﾞﾋｷ 草本（中性） + ｸｻｲﾁｺﾞ 木本（中性） +
ﾑｶｺﾞｲﾗｸｻ 草本（湿性） + ｸﾏﾜﾗﾋﾞ 草本（中性） +
ﾔﾏﾔﾌﾞｿﾃﾂ 草本（中性） + + ｸﾜｶﾞﾀｿｳ 草本（中性） +
ﾉｷｼﾉﾌﾞ 草本（中性） + ｹﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ 草本（中性） + 1･1
ﾂﾙｶﾉｺｿｳ 草本（中性） +・2 ｼﾗﾈｾﾝｷｭｳ 草本（湿性） +

ﾂﾘﾌﾈｿｳ 草本（湿性） +
ﾐﾂﾊﾞ 草本（湿性） +
ﾔﾌﾞﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ 草本（中性） +
ｺﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ 草本（中性） 1・1
ﾔﾏﾐｽﾞ 草本（湿性） 1・1 +･2
ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 木本（湿性） + +
ｶﾗｽｻﾞﾝｼｮｳ 木本（乾性） +
ｹﾔｷ 木本（中性） + +
ﾇﾘﾜﾗﾋﾞ 草本（中性） +
ﾈｺﾉﾒｿｳ属の一種 草本（湿生） +
ﾌｼﾞ つる植物 + +
ﾔﾌﾞﾃﾞﾏﾘ 木本（湿性） + +
ﾔﾏｸﾞﾜ 木本（中性） +
ﾔﾏﾔﾌﾞｿﾃﾂ 草本（中性） + +
ﾂﾙｶﾉｺｿｳ 草本（中性） +
ﾖｺﾞﾚﾈｺﾉﾒ 草本（湿性） +
ｵﾆｲﾀﾔ 木本（中性） +
ﾔﾏｺｳﾊﾞｼ 木本（中性） +
ﾐﾔﾏﾊﾊｿ 木本（湿性） +
ｺｱｶｿ 木本（湿性） +

亜高木層 区分

低木層 区分

草本層 区分

亜高木層 区分

低木層 区分

草本層 区分

H22（春季） H27（春季） H29（春季） H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季）
被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

H22（春季） H27（春季） H29（春季） H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季）
被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

ｱｵｷ 木本（中性） 1・1 + 1・1 ｱｵｷ 木本（中性） 1・1 +・2 +
ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） + 1・1 ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） + +・2 +
ﾌｻｻﾞｸﾗ 木本（湿性） 1・1 2・2 ﾌｻｻﾞｸﾗ 木本（湿性） 1・1
ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 木本（湿性） + ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 木本（湿性） +
ﾀﾏｱｼﾞｻｲ 木本（湿性） 1・1 ﾀﾏｱｼﾞｻｲ 木本（湿性） +

ｺｱｶｿ 木本（湿性） +･2
H22（春季） H27（春季） H29（春季）
被度・群度 被度・群度 被度・群度 H22（夏季） H27（夏季） H29（夏季）

ﾑｶｺﾞﾈｺﾉﾒ 草本（湿性） +・2 +・2 + 被度・群度 被度・群度 被度・群度
ﾖｺﾞﾚﾈｺﾉﾒ 草本（湿性） +・2 +・2 +・2 ﾐｽﾞﾋｷ 草本（中性） 1・1 1・1 +
ｱｵｷ 木本（中性） + + + ｱｵｷ 木本（中性） + + +
ﾂﾙｶﾉｺｿｳ 草本（中性） + + + ﾀﾏｱｼﾞｻｲ 木本（湿性） + +
ｷﾂﾞﾀ つる植物 + ﾂﾙｶﾉｺｿｳ 草本（中性） + + +
ｸｻｲﾁｺﾞ 木本（中性） + ﾑｶｺﾞｲﾗｸｻ 草本（湿性） 2・2 +
ｱｶｼｮｳﾏ 草本（中性） + ｳﾜﾊﾞﾐｿｳ 草本（湿性） +
ｲﾇｼﾃﾞ 木本（中性） + ｶﾝｽｹﾞ 草本（湿性） +
ｵﾆｲﾀﾔ 木本（中性） + ｷﾂﾞﾀ つる植物 +
ｹﾔｷ 木本（中性） + ｸｻｲﾁｺﾞ 木本（中性） +
ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） + +・2 ｹﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ 草本（中性） + +
ﾀﾏｱｼﾞｻｲ 木本（湿性） + ﾐﾂﾊﾞ 草本（湿性） +
ﾐｽﾞﾋｷ 草本（中性） + ﾐﾂﾊﾞｳﾂｷﾞ 木本（湿性） +
ﾐﾔﾏﾌﾕｲﾁｺﾞ つる植物 + + ｺﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ 草本（中性） 1・1
ﾑｶｺﾞｲﾗｸｻ 草本（湿性） + ﾔﾏﾐｽﾞ 草本（湿性） 1・1 +･2

ﾈｺﾉﾒｿｳ属の一種 草本（湿生） +・2
ﾐﾔﾏﾌﾕｲﾁｺﾞ つる植物 +・2
ｲﾇｼﾃﾞ 木本（中性） + +
ｹﾔｷ 木本（中性） +
ｻﾜﾊｺﾍﾞ 草本（湿性） +
ﾐﾂﾃﾞｶｴﾃﾞ 木本（中性） +
ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） +
ﾐﾔﾏﾌﾕｲﾁｺﾞ つる植物 +
ｹﾔｷ 木本（中性） +
ﾌｼﾞ つる植物 +
ｵﾆｲﾀﾔ 木本（中性） +
ｺｱｶｿ 木本（湿性） +

亜高木層 区分

低木層 区分

草本層 区分

亜高木層 区分

低木層 区分

草本層 区分

湿性環境 種組成-9 
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湿性植物 種組成の変化（bt1）（R3～R6） 

 

 

 

湿性植物 種組成の変化（bt2）（R3～R6） 

 

 

  

R3（早春季） R6（早春季） R3（夏季） R6（夏季）

被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） 4･3

ﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ +･2 R3（夏季） R6（夏季）

被度・群度 被度・群度

R3（早春季） R6（早春季） ﾔﾏﾐｽﾞ 草本（湿性） + +･2

被度・群度 被度・群度 ﾐﾔﾏﾊｺﾍﾞ 草本（湿性） + +

ｺｸｻｷﾞ 草本（湿性） +･2 + ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） +

ﾑｶｺﾞﾈｺﾉﾒ 草本（湿性） + + ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 木本（湿性） +

ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 木本（湿性） + + ｸﾜｶﾞﾀｿｳ 草本（中性） +

ﾋﾖﾄﾞﾘｼﾞｮｳｺﾞ 草本（中性） + ｼﾗｶｼ 木本（中性） +

ﾐｽﾞﾋｷ 草本（中性） + ﾔﾏﾔﾌﾞｿﾃﾂ 草本（中性） +

ﾕﾘﾜｻﾋﾞ 草本（湿性） + ｵｵﾊﾞﾉｲﾉﾓﾄｿｳ 草本（中性） +･2

ｱｵｷ 木本（中性） + ｹﾔｷ 木本（中性） +

ｼﾛﾀﾞﾓ 木本（中性） + ﾋﾒﾁﾄﾞﾒ 草本（湿性） +

ｶﾊﾞﾉｷ科の一種 木本（中性） + ﾈｺﾉﾒｿｳ属の一種 草本（湿生） +

ｱﾏﾁｬﾂﾞﾙ つる植物 + ﾔﾏﾎﾞｳｼ 木本（中性） +

ｲﾇﾜﾗﾋﾞ 草本（中性） +

ﾔﾏﾈｺﾉﾒｿｳ 草本（湿性） +

ﾔﾏﾔﾌﾞｿﾃﾂ 草本（中性） +

ﾑﾗｻｷｹﾏﾝ 草本（湿性） +

ﾐﾔﾏﾊｺﾍﾞ 草本（湿性） +

ｶｴﾃﾞ科の一種 木本（湿性） +

ｹﾔｷ 木本（中性） +・2

ﾋﾒﾁﾄﾞﾒ 草本（湿性） +

ﾀﾆｷﾞｷｮｳ 草本（湿性） +

実生双葉 ― +

草本層 区分

低木層 区分

草本層 区分

低木層 区分

R3（早春季） R6（早春季） R3（夏季） R6（夏季）

被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） 3・3

R3（早春季） R6（早春季）

被度・群度 被度・群度 R3（夏季） R6（夏季）

ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） +・2 +・2 被度・群度 被度・群度

ﾔﾏﾈｺﾉﾒｿｳ 草本（湿性） + +・2 ﾔﾏﾐｽﾞ 草本（湿性） + +･2

ｱﾏﾁｬﾂﾞﾙ つる植物 + + ｼﾞｬﾉﾋｹﾞ 草本（中性） + +

ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 木本（湿性） + +・2 ﾀﾆｷﾞｷｮｳ 草本（湿性） +

ﾕﾘﾜｻﾋﾞ 草本（湿性） + + ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） +

ﾐﾔﾏﾊｺﾍﾞ 草本（湿性） + + ﾔﾏﾔﾌﾞｿﾃﾂ 草本（中性） +

ﾑﾗｻｷｹﾏﾝ 草本（湿性） + ｱﾗｶｼ 木本（中性） +

ｶﾊﾞﾉｷ科の一種 木本（中性） + ｱﾏﾁｬﾂﾞﾙ つる植物 +

ｼﾞｬﾉﾋｹﾞ 草本（中性） + ｵｵﾊﾞﾉｲﾉﾓﾄｿｳ 草本（中性） 1･1

ﾀﾆｷﾞｷｮｳ 草本（湿性） + ｸﾏﾜﾗﾋﾞ 草本（中性） +

ｵｵﾊﾞﾉｲﾉﾓﾄｿｳ 草本（中性） +・2 ﾖｺﾞﾚﾈｺﾉﾒ 草本（湿性） +

ｹﾔｷ 木本（中性） + ｳﾘﾉｷ 木本（中性） +

ﾖｺﾞﾚﾈｺﾉﾒ 草本（湿性） + ｲﾇﾜﾗﾋﾞ 草本（中性） +

ｸﾏﾜﾗﾋﾞ 草本（中性） + ﾏﾀﾀﾋﾞ つる植物 +

ﾉｷｼﾉﾌﾞ 草本（中性） + ｸﾜｶﾞﾀｿｳ 草本（中性） +

ｼﾀﾞ植物 ― + ﾌｻｻﾞｸﾗ 木本（湿性） +

草本層 区分

低木層 区分

低木層 区分

低木層 区分

湿性環境 種組成-10 

※■は R6 までに消失した種を示す。 

※■は R6 に新たに確認した種を示す。 

※■は R6 までに消失した種を示す。 

※■は R6 に新たに確認した種を示す。 



資-21 

湿性植物 種組成の変化（bt3）（R3～R6） 

 

 

湿性植物 種組成の変化（bt4）（R3～R6） 

 

 

 

湿性植物 種組成の変化（bt5）（R3～R6） 

 

  

R3（早春季） R6（早春季） R3（夏季） R6（夏季）

被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） 3・3 ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） 2･2 2･2

R3（早春季） R6（早春季） R3（夏季） R6（夏季）

被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

ﾔﾏﾈｺﾉﾒｿｳ 草本（湿性） + + ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） 1･1

ﾀﾆｷﾞｷｮｳ 草本（湿性） + + ｵｵﾊﾞﾉｲﾉﾓﾄｿｳ 草本（中性） +

ﾑﾗｻｷｹﾏﾝ 草本（湿性） + + ﾉｷｼﾉﾌﾞ 草本（中性） +

ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 木本（湿性） + ﾔﾏﾐｽﾞ 草本（湿性） +

ﾔﾏﾔﾌﾞｿﾃﾂ 草本（中性） + ﾏﾂｶｾﾞｿｳ 草本（中性） +

ｲﾇﾜﾗﾋﾞ 草本（中性） + ｲﾇﾜﾗﾋﾞ 草本（中性） +

ﾐﾔﾏﾊｺﾍﾞ 草本（湿性） + ｼﾀﾞ植物 ― +

ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） +

ｹﾔｷ 木本（中性） +

ﾉｷｼﾉﾌﾞ 草本（中性） +

ｵｵﾊﾞﾉｲﾉﾓﾄｿｳ 草本（中性） +

ﾔﾏﾐｽﾞ 草本（湿性） +

実生双葉 ― +

低木層 区分

草本層 区分

低木層 区分

草本層 区分

R3（早春季） R6（早春季） R3（夏季） R6（夏季）

被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） +

R3（早春季） R6（早春季）

被度・群度 被度・群度 R3（夏季） R6（夏季）

ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） + + 被度・群度 被度・群度

ｹﾔｷ 木本（中性） +・2 ﾔﾏﾐｽﾞ 草本（湿性） +

ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 木本（湿性） + ｶｴﾃﾞ科の一種 木本（中性） +

ｶｴﾃﾞ科の一種 木本（中性） + ｹﾔｷ 木本（中性） +

ﾌｻｻﾞｸﾗ 木本（湿性） + ﾌｻｻﾞｸﾗ 木本（湿性） +

低木層 区分

草本層 区分

低木層 区分

草本層 区分

R3（早春季） R6（早春季） R3（夏季） R6（夏季）

被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

R3（早春季） R6（早春季） R3（夏季） R6（夏季）

被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） + + ﾌｻｻﾞｸﾗ 木本（湿性） + +

ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 木本（湿性） + + ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 木本（湿性） + +

ｴﾉｷ 木本（中性） + ｴﾉｷ 木本（中性） +

ｲﾗｸｻ科の一種 草本（中性） + ｲﾗｸｻ科の一種 草本（中性） +

ｹﾔｷ 木本（中性） +・2 ﾔﾌﾞﾃﾞﾏﾘ 木本（湿性） +

ｶｴﾃﾞ科の一種 木本（中性） + ﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ つる植物 +

ﾉｷｼﾉﾌﾞ 草本（中性） + ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） +

実生双葉 ― + ﾔﾏﾐｽﾞ 草本（湿性） 1･1

ｹﾔｷ 木本（中性） +

ﾉｷｼﾉﾌﾞ 草本（中性） +

草本層 区分

低木層 区分

草本層 区分

低木層 区分

湿性環境 種組成-11 

※■は R6 までに消失した種を示す。 

※■は R6 に新たに確認した種を示す。 

※■は R6 までに消失した種を示す。 

※■は R6 に新たに確認した種を示す。 

※■は R6 までに消失した種を示す。 

※■は R6 に新たに確認した種を示す。 



資-22 

湿性植物 種組成の変化（bt6）（R3～R6） 

 

 

湿性植物 種組成の変化（bt7）（R3～R6） 

 

 

  

R3（早春季） R6（早春季） R3（夏季） R6（夏季）

被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

R3（早春季） R6（早春季） R3（夏季） R6（夏季）

被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） + + ﾌｻｻﾞｸﾗ 木本（湿性） + +

ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 木本（湿性） + + ｽｷﾞ 木本（湿性） + +

ｶｴﾃﾞ科の一種 木本（湿性） + + ﾉｷｼﾉﾌﾞ 草本（中性） + +

ｵｵﾊﾞﾉｲﾉﾓﾄｿｳ 草本（中性） 1・1 ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） +

ｹﾔｷ 木本（中性） +・2 ﾔﾏｸﾞﾜ 木本（中性） +

ﾔﾏﾐｽﾞ 草本（湿性） + ｶﾗﾑｼ 草本（中性） +

ｸﾜｶﾞﾀｿｳ 草本（中性） + ｲﾇｼﾃﾞ 木本（中性） +

実生双葉 ― + ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 木本（湿性） +

ｻｸﾗ属の一種 木本（中性） +

ﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ つる植物 +

ﾐﾔﾏｷｹﾏﾝ 草本（中性） +

ﾔﾏﾐｽﾞ 草本（湿性） 2･2

ｵｵﾊﾞﾉｲﾉﾓﾄｿｳ 草本（中性） 1･1

ｸﾜｶﾞﾀｿｳ 草本（中性） +

ｹﾔｷ 木本（中性） +

ｷﾂﾞﾀ つる植物 +

ｸﾞﾐ属の一種 木本（中性） +

低木層 区分

草本層 区分

低木層 区分

草本層 区分

R3（早春季） R6（早春季） R3（夏季） R6（夏季）

被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

R3（早春季） R6（早春季） R3（夏季） R6（夏季）

被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 木本（湿性） + ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 木本（湿性） + +

ｵｵﾊﾞﾉｲﾉﾓﾄｿｳ 草本（湿性） 1・1 ｹﾔｷ 木本（中性） + +

ｹﾔｷ 草本（中性） +・2 ﾉｷｼﾉﾌﾞ 草本（中性） + +

ﾉｷｼﾉﾌﾞ 草本（中性） + ﾌｻｻﾞｸﾗ 木本（湿性） + +

ｶｴﾃﾞ科の一種 木本（中性） + ﾔﾏﾐｽﾞ 草本（湿性） + 1･1

ｺｸｻｷﾞ つる植物 + ｳﾂｷﾞ 木本（中性） +

ｸﾏﾉﾐｽﾞｷ 木本（中性） +

ｲﾈ科の一種 草本（中性） +

ｵｵﾊﾞﾉｲﾉﾓﾄｿｳ 草本（中性） +･2

ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） +

ｽｷﾞ 木本（湿性） +

ｵﾆﾄﾞｺﾛ つる植物 +

ﾔﾏｸﾞﾜ 木本（中性） +

ﾔﾏﾎﾞｳｼ 木本（中性） +

ﾏﾂｶｾﾞｿｳ 草本（中性） +

ﾔﾏﾔﾌﾞｿﾃﾂ 草本（中性） +

ｱｶｼﾃﾞ 木本（中性） +

ｼﾀﾞ植物 ― +

低木層 区分

草本層 区分

低木層 区分

草本層 区分

湿性環境 種組成-12 

※■は R6 までに消失した種を示す。 

※■は R6 に新たに確認した種を示す。 

※■は R6 までに消失した種を示す。 

※■は R6 に新たに確認した種を示す。 



資-23 

湿性植物 種組成の変化（bt8）（R3～R6） 

 

 

湿性植物 種組成の変化（bt9）（R3～R6） 

 

 

湿性植物 種組成の変化（bt10）（R3～R6） 

 

  

R3（早春季） R6（早春季） R3（夏季） R6（夏季）

被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

R3（早春季） R6（早春季） R3（夏季） R6（夏季）

被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） + + ﾌｻｻﾞｸﾗ 木本（湿性） + +

ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 木本（湿性） + + ｳﾘﾉｷ 木本（中性） +

ﾑｶｺﾞﾈｺﾉﾒ 草本（湿性） + + ｷﾂﾞﾀ つる植物 +

ｹﾔｷ 木本（中性） +・2 ﾔﾏﾐｽﾞ 草本（湿性） 1･1

ﾉｷｼﾉﾌﾞ 草本（中性） + ﾏﾂｶｾﾞｿｳ 草本（中性） 1･1

ﾌｻｻﾞｸﾗ 木本（湿性） + ｹﾔｷ 木本（中性） +

ﾉｷｼﾉﾌﾞ 草本（中性） +

ｽｷﾞ 木本（湿性） +

ﾐﾔﾏﾊｺﾍﾞ 草本（湿性） +

ﾔﾏﾎﾞｳｼ 木本（中性） +

ｸﾞﾐ属の一種 木本（中性） +

低木層 区分

草本層 区分

低木層 区分

草本層 区分

R3（早春季） R6（早春季） R3（夏季） R6（夏季）

被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

R3（早春季） R6（早春季） R3（夏季） R6（夏季）

被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

ﾑｶｺﾞﾈｺﾉﾒ 草本（湿性） + + ｽｷﾞ 木本（湿性） + +

ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 木本（湿性） + ﾌｻｻﾞｸﾗ 木本（湿性） + +

ｵｵﾊﾞﾉｲﾉﾓﾄｿｳ 草本（中性） 1・1 ﾉｷｼﾉﾌﾞ 草本（中性） + +

ｹﾔｷ 木本（中性） +・2 ｲﾜｶﾞﾗﾐ つる植物 +

ﾏﾂｶｾﾞｿｳ 草本（中性） + ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 木本（湿性） +

ﾎﾞﾀﾝﾂﾞﾙ つる植物 + ﾋﾒｺｳｿﾞ 木本（中性） +

ﾉｷｼﾉﾌﾞ 草本（中性） + ﾏﾂｶｾﾞｿｳ 草本（中性） 2･2

ｽｹﾞ属の一種 草本（中性） + ﾔﾏﾐｽﾞ 草本（湿性） 2･2

実生双葉 ― + ｵｵﾊﾞﾉｲﾉﾓﾄｿｳ 草本（中性） 1･1

ｶｴﾃﾞ科の一種1 ― + ｹﾔｷ 木本（中性） +

ﾏﾀﾀﾋﾞ つる植物 +

ﾘｮｳﾌﾞ 木本（乾性） +

低木層 区分

草本層 区分

低木層 区分

草本層 区分

R3（早春季） R6（早春季） R3（夏季） R6（夏季）

被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

R3（早春季） R6（早春季） R3（夏季） R6（夏季）

被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） + ｽｷﾞ 木本（湿性） + +

ｴﾝｺｳｶｴﾃﾞ 木本（中性） + ﾌｻｻﾞｸﾗ 木本（湿性） + +

ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 木本（湿性） + ﾉｷｼﾉﾌﾞ 草本（中性） + +

ｽｷﾞ 木本（湿性） + ｲﾇｻﾞﾝｼｮｳ 木本（中性） +

ｵｵﾊﾞﾉｲﾉﾓﾄｿｳ 草本（中性） +・2 ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） +

ｹﾔｷ 木本（中性） + ｴﾝｺｳｶｴﾃﾞ 木本（中性） +

ｶｴﾃﾞ科の一種 木本（中性） + ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 木本（湿性） +

ｵｵﾊﾞﾉｲﾉﾓﾄｿｳ 草本（中性） 2･2

ﾔﾏﾐｽﾞ 草本（湿性） 2･2

ｹﾔｷ 木本（中性） +

ﾀﾏｱｼﾞｻｲ 木本（湿性） +

ﾋﾒﾁﾄﾞﾒ 草本（湿性） +

ｲﾇﾜﾗﾋﾞ 草本（中性） +

ﾏﾂｶｾﾞｿｳ 草本（中性） +

ﾏﾀﾀﾋﾞ つる植物 +

ｼﾀﾞ植物 ― +

低木層 区分

草本層 区分

低木層 区分

草本層 区分

湿性環境 種組成-13 

※■は R6 までに消失した種を示す。 

※■は R6 に新たに確認した種を示す。 

※■は R6 までに消失した種を示す。 

※■は R6 に新たに確認した種を示す。 

※■は R6 までに消失した種を示す。 

※■は R6 に新たに確認した種を示す。 



資-24 

湿性植物 種組成の変化（bt11）（R3～R6） 

 

 

湿性植物 種組成の変化（bt12）（R3～R6） 

 

  

R3（早春季） R6（早春季） R3（夏季） R6（夏季）

被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

R3（早春季） R6（早春季） R3（夏季） R6（夏季）

被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

ｽｷﾞ 木本（湿性） + + ｽｷﾞ 木本（湿性） + +･2

ｲﾗｸｻ科の一種 草本（中性） + + ﾔﾏﾐｽﾞ 草本（湿性） + +

ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） + ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） +

ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 木本（湿性） + ｽｹﾞ属の一種 草本（中性） +

ｽｹﾞ属の一種 草本（中性） + ﾑｶｺﾞｲﾗｸｻ 草本（湿性） +

ｼﾗｶｼ 木本（中性） + ﾉｷｼﾉﾌﾞ 草本（中性） +

ｹﾔｷ 木本（中性） +・2 ｺﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ 草本（中性） +

ｵｵﾊﾞﾉｲﾉﾓﾄｿｳ 草本（中性） + ｷﾂﾞﾀ つる植物 +

ｶｴﾃﾞ科の一種 木本（中性） + ﾏﾂｶｾﾞｿｳ 草本（中性） +･2

実生双葉 ― + ﾋﾒﾁﾄﾞﾒ 草本（湿性） +･2

ｹﾔｷ 木本（中性） +

ﾐｽﾞ 草本（湿性） +

ｽﾐﾚ属の一種 草本（中性） +

ﾀﾞﾝﾄﾞﾎﾞﾛｷﾞｸ 草本（中性） +

ﾔﾏﾔﾌﾞｿﾃﾂ 草本（中性） +

ﾐﾔﾏﾀｺﾞﾎﾞｳ 草本（湿性） +

ｼﾀﾞ植物 ― +

低木層 区分

草本層 区分

低木層 区分

草本層 区分

R3（早春季） R6（早春季） R3（夏季） R6（夏季）

被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

R3（早春季） R6（早春季） R3（夏季） R6（夏季）

被度・群度 被度・群度 被度・群度 被度・群度

ｺｸｻｷﾞ 木本（湿性） + + ﾔﾏﾐｽﾞ 草本（湿性） + +･2

ﾖｺﾞﾚﾈｺﾉﾒ 草本（湿性） + ﾏﾂｶｾﾞｿｳ 草本（中性） 1･1

ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 木本（湿性） + ｽｷﾞ 木本（湿性） +

ｽｷﾞ 木本（湿性） + ﾐﾔﾏﾀｺﾞﾎﾞｳ 草本（湿性） +

ｹﾔｷ 木本（中性） + ﾌｻｻﾞｸﾗ 木本（湿性） +

ﾏﾂｶｾﾞｿｳ 草本（中性） + ﾔﾏｸﾞﾜ 木本（中性） +

実生双葉 ― + ﾋﾒﾁﾄﾞﾒ 草本（湿性） +

低木層 区分

草本層 区分

低木層 区分

草本層 区分

湿性環境 種組成-14 

※■は R6 までに消失した種を示す。 

※■は R6 に新たに確認した種を示す。 

※■は R6 までに消失した種を示す。 

※■は R6 に新たに確認した種を示す。 



資-25 

 

※ 上位分類（門、綱、目）の配列は青木淳一「日本産土壌動物 第二版」に、下位分類（科、種）の配列・学名は環境庁「日

本産野生生物目録」に準拠している。クモ類については「谷川明男(2017)日本産クモ類目録 2017R1」に準拠している。 

注 1 ササラダニ類（小型土壌動物）による自然度評価の対象種を示す。 

No. 門名 綱名 目名 科名 種名 学名 重要種
ウラジロガ

シ群落

コナラ・シ

デ・カエデ

林1

コナラ・シ

デ・カエデ

林2

スギ・ヒノキ

植林
植栽緑地 合計 備考

1 節足動物 クモ ダニ ヤドリダニ Parasitus属 Parasitus sp. 2 1 1 4

2 マヨイダニ Asca属 Asca sp. 2 1 3

3 ウデナガダニ Podocinum属 Podocinum sp. 1 1

4 ホコダニ ホコダニ科 Parholaspidae sp. 1 1

5 イトダニ Uropoda属 Uropoda sp. 2 2 4

6 － トゲダニ亜目 Gamasida sp. 18 4 7 12 41

7 マダニ マダニ科 Ixodidae sp. 1 1

8 ヨロイダニ Nicoletiella属 Nicoletiella sp. 2 2

9 アギトダニ アギトダニ科 Rhagidiidae sp. 1 1

10 ヤリタカラダニ ヤリタカラダニ科 Calyptostomatidae sp. 1 1

11 － ケダニ亜目 Prostigmata sp. 1 1 2

12 ゾウイレコダニ ゾウイレコダニ Archoplophora villosa 1 2 3 注1
13 イレコダニ ヨロイイレコダニ Hoplophthiracarus foveolatus 5 5 注1
14 ヘソイレコダニ ヒメヘソイレコダニ Acrotritia ardua 2 2 注1
15 ヒワダニ フトゲナガヒワダニ Eohypochthonius crassisetiger 2 2 注1
16 オオナガヒワダニ Eohypochthonius magnus 2 2 注1
17 ヒワダニモドキ ヒワダニモドキ Hypochthoniella minutissima 3 3 注1
18 ツツハラダニ フトツツハラダニ Mixacarus exilis exilis 41 1 42 注1
19 ハラミゾダニ Epilohmannia属 Epilohmannia sp. 1 1 注1
20 アミメオニダニ アジアオニダニ Nothrus asiaticus 3 20 23 注1
21 Nothrus属 Nothrus sp. 1 1 注1
22 コナダニモドキ Malaconothrus属 Malaconothrus sp. 2 2 注1
23 ツキノワダニ コノハツキノワダニ Cosmohermannia frondosa 22 1 23 注1
24 トビンダニ トドリドビンダニ Hermanniella todori 1 1 2 注1
25 ジュズダニ ツリバリジュズダニ Acantobelba tortuosa 2 2 注1
26 Damaeus属 Damaeus sp. 1 1 注1
27 チヂレジュズダニ Epidamaeus coreanus 1 1 注1
28 クモスケダニ ヤマトクモスケダニ Eremobelba japonica 3 3 注1
29 セマルダニ ムツゲリキシダニ Ceratoppia sexpilosa 1 1 注1
30 クワガタダニ カコイクワガタダニ Tectocepheus elegans 1 2 3 注1
31 イカダニ ヒョウタンイカダニ Dolicheremaeus elongatus 1 1 注1
32 ヤマトオオイカダニ Megalotocepheus japonicus japonicus 1 1 注1
33 ツブダニ オオツブダニ Lasiobelba remota 1 1 注1
34 ナミヒロズツブダニ Cycloppia simplex 5 22 27 注1
35 Oppiella属 Oppiella sp. 12 12 注1
36 Ramusella属 Ramusella sp. 5 5 注1
37 コソデダニ ニシノマルコソデダニ Peloribates nishinoi 1 1 注1
38 Peloribates属 Peloribates sp. 2 2 注1
39 オトヒメダニ Scheloribates属 Scheloribates ysp. 3 4 1 8 注1
40 コバネダニ Ceratozetes属 Ceratozetes sp. 3 3 注1
41 ハネツナギダニ ハネツナギダニ Mycobates parmeliae 1 1 注1
42 フリソデダニモドキ フリソデダニモドキ Galumnella nipponica 4 4 注1
43 フリソデダニ Galumna属 Galumna sp. 1 1 注1
44 － ササラダニ亜目 Oribatida sp. 8 8 注1
45 クモ サラグモ サラグモ科 Linyphiidae sp. 1 1

46 コモリグモ Arctosa属 Arctosa sp. 3 3

47 ガケジグモ ガケジグモ科 Amaurobiidae sp. 1 1

48 ワシグモ Gnaphosa属 Gnaphosa sp. 1 1

49 ムカデ イシムカデ イシムカデ Monotarsobius属 Monotarsobius sp. 3 3

50 コムカデ コムカデ ナミコムカデ ナミコムカデ科 Scutigerellidae sp. 1 4 1 1 2 9

51 ヤスデ ヒメヤスデ ヒメヤスデ ヒメヤスデ科 Julidae sp. 1 1 2

52 オビヤスデ ハガヤスデ ハガヤスデ Ampelodesmus granulosus 1 1

53 甲殻 ワラジムシ（等脚） ナガワラジムシ ナガワラジムシ Haplophthalmus danicus 15 2 10 27

54 ヨコエビ（端脚） ハマトビムシ ハマトビムシ科 Talitridae sp. 1 1

55 昆虫 トビムシ ムラサキトビムシ Hypogastrura属 Hypogastrura sp. 1 1

56 イボトビムシ イボトビムシ科 Neanuridae sp. 1 1

57 シロトビムシ シロトビムシ科 Onychiuridae sp. 4 8 7 19

58 ツチトビムシ Folsomia属 Folsomia sp. 53 44 28 57 13 195

59 Isotomurus属 Isotomurus sp. 2 2

60 トゲトビムシ Tomocerus属 Tomocerus sp. 2 2 1 5

61 アヤトビムシ Entomobrya属 Entomobrya sp. 3 3

62 アヤトビムシ科 Entomobryidae sp. 1 1

63 マルトビムシ マルトビムシ科 Sminthuridae sp. 7 7

64 カマアシムシ カマアシムシ カマアシムシ科 Eosentomidae sp. 1 1 2

65 コムシ ナガコムシ Campodea属 Campodea sp. 3 3

66 ウロコナガコムシ Lepidocampa weberi 1 1

67 アザミウマ クダアザミウマ クダアザミウマ科 Phlaeothripidae sp. 19 19

68 コウチュウ ムクゲキノコムシ ヒサゴムクゲキノコムシ Camptodium adustipenne 1 1

69 Ptinella属 Ptinella sp. 5 5

70 タマキノコムシ Zeadolopus属 Zeadolopus sp. 1 1

71 ハネカクシ ハネカクシ科 Staphylinidae sp. 2 2

72 アリヅカムシ Morana属 Morana sp. 1 1 2

73 コメツキムシ コメツキムシ科 Elateridae sp. 1 1

74 カミキリモドキ カミキリモドキ科 Oedemeridae sp. 1 1

75 ゴミムシダマシ ゴミムシダマシ科 Tenebrionidae sp. 1 1

76 ハチ アリ テラニシハリアリ Ponera scabra 17 17

77 トフシアリ Solenopsis japonica 1 1

78 ウロコアリ Strumigenys lewisi 10 10

79 アメイロアリ Paratrechina flavipes 1 1

80 ハエ ユスリカ ユスリカ科 Chironomidae sp. 1 1

81 クロバネキノコバエ クロバネキノコバエ科 Sciaridae sp. 1 1

82 チョウ － チョウ目 Lepidoptera sp. 1 1

83 軟体動物 マキガイ（腹足） マイマイ（柄眼） キバサナギガイ スナガイ Gastrocopta armigerella 1 1

84 ナタネガイ Punctum属 Punctum sp. 1 1

85 ベッコウマイマイ Trochochlamys属 Trochochlamys sp. 1 1

86 環形動物 ミミズ ナガミミズ フトミミズ Pheretima属 Pheretima sp. 1 1

個体数 160 198 51 167 40 616 ―
種類数 0 23 40 14 35 8 86 ―

計 86種3門 8綱 17目 70科

土壌動物確認種一覧 


